
　5月25日、常田区の中山間事業により設け

られた「常田ふれあい農園」で田中保育園の

園児が田植え体験を行いました。顔や服に泥

を付け、足を取られながら、一列に並んで苗

を丁寧に植えていきました。

かわいい苗が
　田んぼにならんだ
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市
で
は
、
有
事
の
際
に
行
政
機
能
の
役
割
が
確
保
で
き
る
施
設
、
高
齢
者
や
障
が
い
を
持
っ
た
方

に
も
利
用
し
や
す
い
施
設
を
目
指
し
、
市
役
所
本
庁
舎
等
の
行
政
施
設
が
集
ま
る
舞
台
が
丘
一
帯
に

あ
る
施
設
の
改
修
や
整
備 （
再
開
発
）
を
行
う
た
め
の
計
画 （
基
本
構
想
）
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

舞
台
が
丘
一
帯
の
再
開
発
の
必
要
性

� 
施
設
の
耐
震
強
度

　

有
事
の
際
に
は
、
災
害
等
対
策

本
部
の
機
能
を
期
待
さ
れ
る
本
庁

舎
の
耐
震
性
能
が
、
老
朽
化
や
建

築
当
時
の
耐
震
基
準
な
ど
か
ら
現

在
で
は
性
能
不
足
の
検
査
結
果
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

� 
市
立
図
書
館
の
整
備

　

現
在
、
開
館
当
時
の
目
標
蔵
書

冊
数
（
６
万
冊
）
の
約
２
倍
の
資

料
が
蔵
書
さ
れ
て
い
て
、
館
内
の

ス
ペ
ー
ス
不
足
が
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
に
深
刻
な
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
す
。『
新
し
い
図
書
館
づ
く
り

研
究
委
員
会
』
に
よ
り
検
討
し
た

結
果
、
研
究
報
告
書
（
H　

・　

）

１９

１１

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
書
で

は
、
新
図
書
館
は
地
域
の
学
習
と

情
報
の
拠
点
と
し
て
蔵
書
冊
数
の

向
上
（　

万
冊
）、
パ
ソ
コ
ン
の
充

１８

実
と
ブ
ー
ス
の
設
置
、
視
聴
覚
資

料
の
整
備
等
を
目
指
し
、
延
床
面

積
は
２
４
０
０
㎡
、
駐
車
場
を
含

め
た
敷
地
面
積
は
２
５
０
０ 
㎡ 
が

必
要
で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞台台台台台台台台台台がががががががががが丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘再再再再再再再再再再開開開開開開開開開開発発発発発発発発発発基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本構構構構構構構構構構想想想想想想想想想想をををををををををを策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす舞台が丘再開発基本構想を策定します
～～～～～～～～～～市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民がががががががががが利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用ししししししししししややややややややややすすすすすすすすすすいいいいいいいいいい行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠点点点点点点点点点点をををををををををを目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指ししししししししししてててててててててて～～～～～～～～～～～市民が利用しやすい行政拠点を目指して～

【各施設の耐震性能と構造】

構　造　等
耐震性能建築（経過）年数施　設　名

延面積 （㎡）地上地下

2443.231×S45年（38）本　　庁　　舎

2976.03－×S54年（29）中 央 公 民 館

627.42－△S56年（27）図　　書　　館

871.42－△S56年（27）勤 労 者 会 館

470.02－○S61年（22）上下水道庁舎

652.52－○S63年（20）舞台が丘会館

1574.84－○H４年（16）庁　舎　別　館

547.83－○H８年（12）人権啓発センター
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とうみ

� 
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
　
　
　
　

へ
の
対
応

　

本
庁
舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
や
連
絡
通
路
の
配
備
な
ど
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
等
の
移
動
等
の

円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）
に
沿
っ
た
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
※
１
と

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
※
２
に

よ
る
施
設
改
修
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

※
１
障
が
い
者
・
高
齢
者
・
健
常

者
の
区
別
な
し
に
、
す
べ
て
の
人

が
使
い
や
す
い
よ
う
に
製
品
・
建

物
・
環
境
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
と
※
２
障
が
い
者
に
、
す
べ
て

の
人
が
も
つ
通
常
の
生
活
を
送
る

権
利
を
可
能
な
限
り
保
障
す
る
こ

と
を
目
標
に
社
会
福
祉
を
す
す
め

る
こ
と

　
� 
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

　
　
　
　
　
　
　

不
足

　

所
得
税
の
確
定
申
告
期
及
び
集

会
、
講
演
会
等
が
行
わ
れ
る
と
満

車
と
な
り
、
市
役
所
等
へ
訪
れ
た

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
不
便
を

お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

� 
市
民
の
意
見
聴
取

　

基
本
構
想
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
市
民
意
見
を
聴
取
す
る
機
会
を

多
く
持
ち
、
市
民
の
要
望
を
取
り

入
れ
透
明
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ア
、
基
本
構
想
策
定
委
員
会

　

目
的：

再
開
発
構
想
を
策
定
し
、

　
　
　
　

市
長
に
提
案
す
る
。

　

構
成：

委
員　

名
以
内

１５

　
　

学
識
経
験
者
、
市
議
会
議
員
、

区
長
会
正
副
会
長
、
ま
ち
づ

く
り
審
議
会
長
、
各
種
団
体

イ
、
市
民
説
明
会

ウ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
※
３

　

基
本
構
想
（
案
）
を
公
表
し
、

そ
の
案
に
対
し
て
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
提
出

【市役所周辺の駐車場と区画数】

239区画合　　　　　計

82　本　庁　舎　前

58　中央公民館前

43　図　書　館　前

  9　舞台が丘会館前

47※舞台が丘会館北

※舞台が丘会館北は公用車37区画を含みます。

　

再
開
発
基
本
構
想
の
策
定

　
� 
策
定
方
針

　

基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た
り
次
の
項
目
を
基
本
的
な
方
針
と
し
ま
す
。

 
◇
市
民
が
利
用
し
や
す
い
市
民
本
位
の
施
設

 
◇
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
施
設

 
◇
高
い
防
災
機
能
を
持
っ
た
施
設

 
◇
周
辺
の
環
境
に
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン

 
◇
市
民
が
参
加
・
交
流
で
き
る
施
設

 
◇
安
全
な
歩
行
と
来
庁
者
用
駐
車
場
の
確
保
の
両
立

日程 （予定）回

６月29日 （月）第１回 （済）

７月31日 （金）第２回

８月31日 （月）第３回

９月30日 （水）第４回

１０月30日 （金）第５回

　

舞
台
が
丘
再
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
有
事
の
際
の
行
政
機
能
の
役
割

や
市
民
に
利
用
し
や
す
い
施
設
改
修
や
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想

を
作
成
し
た
う
え
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
設
計
、
工
事
を
進
め
る
こ
と

と
し
ま
す
。

いずれも、午後6時30分から
場所：人権啓発センター

さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
決
定
し

ま
す
。

※
３
行
政
な
ど
が
規
制
の
設
定
や

改
廃
を
す
る
と
き
、
原
案
を
公
表

し
国
民
な
ど
の
意
見
を
求
め
、
そ

れ
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
制
度

　

本
年　

月
末
ま
で
の
構
想
完
成

１１

を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
具
体
的
な
設
計
へ

と
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　

�　

－

５
８
９
３

６４

基
本
構
想
策
定
の

時
期
と
そ
の
後　
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○保険証が更新されます
　現在お使いの「後期高齢者医療被保険者証」の有効期限は、平成21年７月31日までとなっています。そのため、

平成21年８月１日までに新しい保険証をお届けしますので、８月１日以降は新しい保険証をお使いください。

　今回、橙色から黄色に色が変わりました。また、氏名などが大きく見やすくなりました。

■自己負担割合について■

　保険証を更新する際、平成21年8月1日から平成22年7月31日までの医療費の自己負担割合を、平成20年中の

収入などに基づき、次のとおり判定します。

　（注）８月１日以降で、判定に係る所得額や世帯判定対象者の構成に変更があったときなどは、随時、一部負

担金の割合を判定し直します。その結果、一部負担金の割合に変更が生じた場合は、保険証の有効期限

内であっても、新しい保険証を交付します。その際は、古い保険証は絶対に使用しないで、速やかに返

還してください。

○限度額適用・標準負担額減額認定証が更新されます
　保険証と併せて、「限度額適用・標準負担額減額認定証」も更新します。すでに有効期限が平成21年7月31日

までの減額認定証をお持ちの方で、市民税非課税世帯の被保険者で引き続き減額認定証の交付対象となる方全員

に、平成21年８月１日までに新しい減額認定証をお届けします。

　なお、今年度から減額認定証の交付に際しましては、該当する被保険者の方々の負担軽減のため、減額認定申

請書を提出していただく必要はありませんが、次の場合は減額認定申請書の提出をお願いします。

　①「適用区分Ⅱ」に該当する方のうち、平成21年8月以降の申請月以前12月以内の入院日数が91日以上となる

方で、長期入院該当認定を受けようとする方

　②今までに減額認定証の交付を受けたことがない方で、はじめて減額認定証の交付を受けようとする方　　

　　※申請の際は、保険証及び印鑑をお持ちください。（長期入院該当認定については、入院が91日以上となる

　　　ことを証明できる医療機関の証明書、領収書等もお持ちください。）

○負担割合が３割となる方

　　平成21年度の市民税課税所得が145万円以上の被保険者の方及びその方と同一世帯の世帯員である被保

険者の方。ただし、次に該当する方は「基準収入額の適用申請」をし、認定された場合は負担割合が１割に

なります。別途通知しますので該当すると思われる方は申請してください。

　　・被保険者複数世帯で被保険者の方の収入合計額が520万円未満の方

　　・被保険者１名世帯でその方の収入額が383万円未満の方

　　・被保険者１名世帯でその方の収入額が383万円以上だが、同一世帯の70歳から

　　　74歳の方の収入を含めた収入合計額が520万円未満の方

○負担割合が１割となる方

　　・被保険者全員の平成21年度の市民税課税所得が145万円未満の方

　　・「基準収入額適用申請」をして認定された方



■療養病床に入院した場合の食費・居住費の標準負担額
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とうみ

－限度額適用・標準負担額減額認定証（減額認定証）
　　　　　　　　　　　とは－

　市民税非課税世帯の被保険者（適用区分Ⅰ・Ⅱ）の方は、限度額認定証を医療

機関に提示することで、入院したとき、窓口で支払う自己負担限度額及び入院時

の食費・居住費が引き下げられます。なお、世帯内に未申告の方がいると、市民

税非課税世帯に該当しません。

　区分Ⅰ：市民税非課税世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を

80万円として計算）を差し引いたときに0円となる方。

　区分Ⅱ：市民税非課税世帯の方で区分Ⅰ以外の方。

■一部負担金（医療費）の自己負担限度額（月額）■入院時食費の標準負担額

世帯（外来と入院を合算）個人 （外来のみ）所得区分

80,100円＋　　　
（医療費－267,000円）
　　　　　　　×1％

44,400円現役並み所得者

44,400円12,000円一　　　　　般

24,600円   8,000円区　　分　　Ⅱ

15,000円   8,000円区　　分　　Ⅰ

１食当りの食費所　得　区　分

260円
現役並み所得者　　　　　　　　

一　　　　　般　　　　　　　　

210円 90日までの入院
区分Ⅱ

160円過去12か月で90日を超える入院

100円区分Ⅰ

1日当りの居住費１食当りの食費所得区分

320円 460円※1
現役並み所得者

一　　　　　般

320円210円区　　分　　Ⅱ

320円130円区　　分　　Ⅰ

　  0円100円老齢福祉年金受給者※2

※１一部医療機関では420円になります。

※２老齢福祉年金とは、昭和36年に国民年金制

度が始まった当時、すでに高年齢に達していた

ため、加入できなかった人（原則として明治44

年4月1日以前生まれ）を対象とした福祉年金で、

老齢基礎年金等とは別の年金です。

○保険料軽減措置について
　平成21年度において、従来の保険料軽減措置（均等割の７割、５割または２割軽減措置）に加え、以下の軽減

措置を行います。７月中旬以降に送付します「保険料額決定通知書」に軽減額等が記載されていますので、ご確

認ください。

①　世帯内の「長寿医療制度の被保険者全員」と「世帯主」の所得金額の合計額が33万円以下の方 

　　　⇒　本来は均等割が７割軽減ですが、平成21年度は８.５割軽減となります。

②　①の方のうち、世帯内の「長寿医療制度の被保険者全員」が、年金収入80万円以下で他の所得がない世

　　帯の方　　※給与収入等がある場合でも、控除後の所得が０円である場合です。

　　　⇒　平成21年度から均等割が９割軽減となります。

③　長寿医療制度に加入する直前は「会社などの健康保険の被扶養者」であった方
　　　⇒　平成21年度は均等割が９割軽減となります。

④　年金収入が153万円以上211万円以下の方 　※給与収入等がある場合でも、控除後の所得が91万円以下
　　である場合は対象となります。
　　　⇒　平成20年度と同様に所得割が５割軽減となります。

●問い合わせ先　市役所市民課国保年金係　�62－1111（内線1231・1232）
　　　　　　　　長野県後期高齢者医療広域連合　�026－229－5320
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●問い合わせ先　企画課企画調整係　�64－5893
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外
来
植
物　

駆
除
し
て
守
ろ
う　

お
ら
ほ
の
自
然

　

近
年
、
市
内
各
所
で
ア
レ
チ
ウ
リ
や
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
な
ど
、
在
来
種
を
駆
逐
し
勢
力
を

広
げ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
侵
略
的
外
来
植
物
」
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
放
っ
て

お
く
と
、
地
域
本
来
の
自
然
環
境
や
生
態
系
を
壊
す
と
と
も
に
、
希
少
在
来
種
の
絶
滅
や

景
観
の
悪
化
も
招
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
群
生
地
に
な
ら
な
い
よ
う
、
草
刈
な
ど
適
正
な
土

地
管
理
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
駆
除
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
特
定
外
来
生
物
》

　

海
外
を
起
源
と
す
る
生
物
で
、
国
内
の

生
態
系
、
人
の
生
命
・
身
体
や
農
林
水
産

業
に
被
害
を
及
ぼ
す
（
恐
れ
が
あ
る
）
も

の
と
し
て
外
来
生
物
法
で
指
定
さ
れ
、
そ

の
飼
育
や
栽
培
、
保
管
、
運
搬
、
輸
入
が

規
制
さ
れ
て
い
る
動
植
物
の
こ
と
で
す
。

植
物
で
は
、
市
内
で
も
よ
く
目
に
す
る

「
ア
レ
チ
ウ
リ
」
や
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
」
な
ど　

種
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

１２

☆
ア
レ
チ
ウ
リ

　

こ
こ
数
年
の
間
に
、
市
内
で
も
河
川
敷

や
土
手
な
ど
で
群
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
成
長
力
が
旺
盛
で
、

長
い
ツ
ル
と
大
き
な
葉
で
他
の
植
物
に
覆

い
か
ぶ
さ
り
、
枯
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
株
で
５
千
〜
２
万
個
も
の
種
を
落
と
し
、

そ
れ
が
翌
年
の
初
夏
か
ら
秋
口
に
か
け
て

次
々
に
発
芽
し
て
、
勢
力
を
広
げ
ま
す
。

【
駆
除
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

種
を
付
け
る
前
に
抜
き
取
り
や
刈
り
取

り
を
し
ま
す
。
６
〜
９
月
に
か
け
て
２
、

３
回
実
施
す
る
と
効
果
的
で
す
。
な
お
、

２
〜
３
年
た
っ
て
か
ら
発
芽
す
る
種
も
あ

る
の
で
、
数
年
間
続
け
て
く
だ
さ
い
。

☆
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

　

市
内
で
は
、
道
端
や
畦
、
庭
の
す
み
な

ど
で
自
生
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

き
れ
い
な
花
が
咲
く

の
で
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

故
意
に
栽
培
し
た
り

種
を
採
っ
た
り
す
る

こ
と
は
規
制
さ
れ
て

い
る
の
で
注
意
し
て

下
さ
い
。
繁
殖
力
が

強
く
、
群
生
を
つ
く

る
と
在
来
種
を
駆
逐

し
て
し
ま
い
ま
す
。

【
駆
除
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

多
年
草
な
の
で
、
根
絶
さ
せ
る
に
は
根

か
ら
抜
き
取
り
ま
す
。
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、

種
を
付
け
る
前
、
花
が
咲
い
て
い
る
う
ち

に
刈
り
取
り
ま
す
。

《
要
注
意
外
来
生
物
》

　

特
定
外
来
生
物
に
は
指
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
生
態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
適
切
な
取
扱

い
を
お
願
い
す
る
動
植
物
の
こ
と
で
す
。

　

植
物
で
は
、
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因

植
物
「
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
」
や
近
年
市
内
で

も
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
「
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」
の
ほ
か
、
私
た
ち
の
身

近
に
あ
る
「
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
（
通
称
ニ
セ

ア
カ
シ
ア
）」、「
外
来
タ
ン
ポ
ポ
群
（
西
洋

タ
ン
ポ
ポ
）」、「
ヒ
メ
ジ
オ
ン
」
な
ど　

種
８４

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
オ
オ
ブ
タ
ク
サ

遊
休
農
地
な
ど
で
群
生
が
見
ら
れ
ま
す
。

い
っ
た
ん
定
着
す
る
と
勢
力
を
増
し
て
い

き
、
草
丈
も
大
き
く
な
る
の
で
駆
除
に
手

間
が
か
か
り
ま
す
。
小
さ
い
う
ち
に
刈
り

取
り
ま
し
ょ
う
。

☆
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

　

明
治
時
代
末
期
に
観
賞
用
と
し
て
持
ち

込
ま
れ
ま
し
た
。
荒
れ
地
で
も
よ
く
育
つ

た
め
、
表
土
の
流
失
を
防
ぐ
効
果
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
大
き
な
群
生
に
な
る
の
で

在
来
種

が
駆
逐

さ
れ
る

危
険
性

が
あ
り

ま
す
。

早
め
に

刈
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

☆
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
（
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
）

荒
地
の
緑
化
や
表
土
流
失
の
防
止
、
養
蜂

業
の
蜜
源
と
し
て
の
有
用
性
も
あ
り
ま
す

が
、
成
長
が
速
い
た
め
、
遊
休
農
地
に
侵

入
す
る
と
荒
廃
が
加
速
し
ま
す
。
功
罪
あ

わ
せ
持
つ
の
で
、
駆
除
を
必
要
と
す
る
場

所
を
決
め
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
伐
採

し
て
も
根
元
か
ら
新
木
が
生
え
て
く
る
の

で
、
切
り
口
に
除
草
剤
を
塗
り
ま
す
。
樹

幹
の
皮

を
は
い

で
弱
ら

せ
る
方

法
も
あ

り
ま
す
。

除
草
剤
の
使
用
は
、
周
囲
の
在
来
種
に
も

影
響
を
与
え
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
生
活
環
境
係　

�　

－

５
８
９
６

６４

▲アレチウリ

▲オオキンケイギク

▲オオブタクサ

▲ハリエンジュ ▲セイタカアワダチソウ
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５
月　

日
、
中
央
公
民
館
講
堂

１５

に
お
い
て
、
と
う
み
車
座
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
初
の
試
み

で
あ
る
こ
の
集
会
は
、
平
日
の
昼

間
に
地
区
ご
と
開
催
さ
れ
る
「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
で
は
参
加
で

き
な
い
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
市

が
進
め
る
施
策
を
花
岡
市
長
が
生

の
声
で
届
け
、
直
接
市
民
の
意
見

を
お
聞
き
す
る
こ
と
を
目
的
に
午

後
7
時
よ
り
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
は　

名
が
参
加
し
、
花
岡

４０

市
長
が
市
政
重
点
施
策
を
説
明
し

た
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や

要
望
に
市
長
や
市
の
担
当
部
課
長

が
お
答
え
を
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
時
の
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

 

芸
術
む
ら
区
男
性 　

舞
台
が
丘

の
再
開
発
に
つ
い
て
今
後
の
進
め

方
を
聞
き
た
い
。

　

住
民
の
声
を
聞
く
た
め
、
構
想

策
定
委
員
の
公
募
や
住
民
投
票
も

考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　

舞
台
が
丘
の
再
開
発
は
、

　
　
　

市
役
所
の
耐
震
強
度
の
確

保
と
、
手
狭
に
な
っ
た
図
書
館
を

中
心
に
、
利
用
し
や
す
い
公
共
施

設
に
再
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
検
討
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
。
再
開
発
基
本
構
想
策

定
委
員
会
を
設
置
し
、
年
内
に
構

想
を
固
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
求
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
基

本
構
想
を
作
り
ま
す
が
、
公
共
施

設
の
耐
震
強
度
確
保
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
対
応
と
し
て
、

市
長
の
責
任
で
実
施
す
る
こ
と
な

の
で
、
住
民
投
票
は
な
じ
ま
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

海
善
寺
北
区
男
性 　

市
の
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
う
の

に
一
回
5
0
0
円
か
か
る
が
、
安

く
し
て
多
く
の
人
に
使
っ
て
も
ら

っ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

健
康
づ
く
り
は
市
の
重

　
　
　

要
な
施
策
で
す
。
下
げ
る

方
向
で
検
討
し
ま
す
。

 

城
の
前
区
男
性 　

髄
膜
炎
を
予

防
す
る
H
i
b
（
ヒ
ブ
）
ワ
ク
チ

ン
や
、
肺
炎
を
予
防
す
る
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
あ
る

が
、
価
格
が
高
い
の
で
市
の
補
助

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　　
　
　
　

今
後
の
予
防
接
種
の
方

　
　
　

向
性
に
つ
い
て
、
医
師
会

の
意
見
を
聞
い
て
、
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

 

片
羽
区
男
性 　

市
の
人
口
増
に

関
し
て
、
子
供
の
数
が
増
え
て
も

ら
い
た
い
。　

歳
以
上
の
独
身
者

４０

が
増
え
て
い
る
の
で
、
結
婚
問
題

に
も
力
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　

結
婚
相
談
は
社
会
福
祉

　
　
　

協
議
会
で
も
進
め
て
も
ら

っ
て
い
る
。
高
齢
者
人
口
が　

％
２３

と
な
っ
て
い
る
が
、
人
口
問
題
で

一
番
の
課
題
は
子
ど
も
が
減
っ
て

い
る
こ
と
。
子
育
て
、
道
路
整
備
、

住
宅
等
の
総
合
的
な
施
策
を
進
め

3
・
5
か
ら
4
万
人
の
市
を
目
指

し
ま
す
。

 

海
善
寺
北
区
男
性 　

小
中
高
の

学
校
制
度
の
中
で
、
中
高
に
な
る

に
つ
れ
地
元
地
区
の
人
と
の
か
か

わ
り
が
な
く
な
る
。
中
高
生
と
地

元
住
民
が
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り

が
持
て
る
か
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

大
変
重
要
な
意
見
で
重

　
　
　

く
受
け
止
め
、
校
長
会
で

話
を
し
て
い
き
た
い
。
区
等
で
も

話
し
合
っ
て
も
ら
い
た
い
。

 

田
中
区
男
性 　

市
に
要
望
を
し

て
も
返
答
が
な
か
っ
た
り
、
説
明

が
な
い
場
合
が
あ
る
。
市
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

職
員
に
は
、
市
民
の
方

　
　
　

を
向
い
て
仕
事
を
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
。
寄
せ
ら
れ
た

意
見
等
に
は
原
則
お
返
事
を
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
周
知
徹
底
を

図
り
ま
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
の

能
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

 

東
深
井
区
男
性 　

青
少
年
育
成

条
例
に
つ
い
て
、
自
販
機
は
少
な

く
な
っ
た
が
、
今
後
の
具
体
的
な

青
少
年
育
成
施
策
が
見
え
な
い
。

示
し
て
ほ
し
い
。

　　
　
　
　

具
体
的
施
策
と
し
て
は
、

　
　
　

家
庭
教
育
支
援
や
、
声
か

け
運
動
と
い
っ
た
地
域
ぐ
る
み
の

教
育
支
援
等
を
取
り
組
ん
で
い
る

段
階
で
、
成
果
が
す
ぐ
に
出
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

 

芸
術
む
ら
区
男
性 　

選
挙
の
投

票
所
が
減
り
、
高
齢
者
が
遠
く
の

投
票
所
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。

　
　
　
　

投
票
所
の
統
廃
合
に
つ

　
　
　

い
て
は
、
賛
否
の
意
見
を

聞
い
て
い
る
。
選
挙
管
理
委
員
会

に
伝
え
ま
す
。

 

常
田
区
男
性 　

区
の
清
掃
で
側

溝
の
詰
ま
り
を
取
り
除
く
た
め
、

消
火
栓
を
使
用
す
る
こ
と
は
駄
目

な
の
か
。

　
　
　
　

ポ
ン
プ
操
法
訓
練
に
お

　
　
　

い
て
も
水
道
に
濁
り
が
出

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
使
用
を
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
目
的
外
の
使
用
に
な

り
ま
す
の
で
側
溝
の
詰
ま
り
な
ど

は
建
設
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　

�　

－

5
8
9
3

６４
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市
内
小
学
校
で

　
　

外
国
語
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

平
成　

年
3
月
、
文
部
科
学
省
は
小
学

２０

校
指
導
要
領
の
改
訂
を
行
い
、
平
成　

年
２３

度
か
ら
小
学
校
5
年
生
、
6
年
生
に
『
外

国
語
活
動
』
を
導
入
し
ま
す
。

　 
外
国
語
活
動
と
は

　

小
学
校
5
、
6
年
生
を
対
象
に
学
級
担

任
の
先
生
が
授
業
の
中
心
と
な
り
、
外
国

語
指
導
助
手
（
以
下
A
L
T
）
と
と
も
に
、

聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
を
中
心
に
誰
と
で

も
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
意
識
を
養
い
ま
す
。
筆
記
や
文
法
な
ど

の
習
得
を
目
標
と
せ
ず
、
通
知
表
に
も
数

値
で
は
な
く
記
述
で
評
価
が
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　  
東
御
市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
各
学
校
へ

１９

A
L
T
を
配
し
「
国
際
理
解
教
育
」
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
A
L
T
を
小
学
校
2
校
に

1
人
専
属
に
配
置
し
、
学
校
ご
と
決
め
ら

れ
た
曜
日
に
は
児
童
の
登
校
か
ら
下
校
時

刻
ま
で
学
校
に
在
籍
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
外
国
語
活
動
の
授
業
以
外
に
も
A
L

T
と
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
全
校

活
動
や
給
食
の
時
間
、
休
み
時
間
と
い
っ

た
学
校
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
一
緒
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
う
い
っ
た
取

り
組
み
し
て
い
る
市
町
村
は
少
な
く
、

「
外
国
人
だ
か
ら
と
一
歩
引
い
て
し
ま
う

こ
と
な
く
自
然
の
流
れ
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
る
」
と
校
長
先

生
を
は
じ
め
、
先
生
方
に
は
今
後
の
成
果

に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
年
間　

時
間
、　

年
度

２１

１５

２２

は　

時
間
を
学
級
ご
と
の
活
動
実
施
目
標

２５
と
し
て
、
制
度
が
導
入
さ
れ
る
平
成　

年
２３

度
に
は
年
間　

時
間
の
規
定
授
業
数
を
実

３５

施
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
1
年
生
か
ら

4
年
生
を
対
象
と
し
た
国
際
理
解
教
育
も

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
中
で
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

  
授
業
の
様
子

　

児
童
に
は
「
英
語
の
時
間
」
と
し
、
学

級
担
任
の
先
生
が
A
L
T
と
相
談
し
て
、

授
業
の
流
れ
を
計
画
し
進
め
て
い
ま
す
。

単
語
や
文
書
を
A
L
T
に
続
き
何
回
も
発

音
し
て
、
慣
れ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
A
L
T
の
発
音
に
児
童
は
、
日
本
で

聞
く
も
の
と
異
な
る
場
合
も
多
く
戸
惑
い

も
見
せ
ま
す
が
、
少
し
で
も
真
似
る
よ
う

に
皆
一
生
懸
命
で
す
。
友
達
と
英
語
で
あ

い
さ
つ
や
自
己
紹
介
を
し
た
り
、
歌
や

ゲ
ー
ム
で
大
き
な
声
を
出
し
、
体
を
動
か

す
授
業
を
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  
A
L
T
の
紹
介

　

現
在
勤
務
し
て
い
る
A
L
T
を
紹
介
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
生
か
し
、
特

色
あ
る
授
業
を
計
画
、
日
本
の
児
童
た
ち

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

■
リ
ー
ス
・
ヒ
ヤ
ネ　

　

田
中
小
学
校
・
滋
野
小
学
校
担
当

■
リ
デ
ィ
ア
・
ク
ァ
ッ
ケ
ン
ブ
ッ
シ
ュ

　

祢
津
小
学
校
・
和
小
学
校
担
当

■
サ
ン
ド
ラ
・
荻
原

　

北
御
牧
小
学
校
担
当

※
3
人
と
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

サ
ン
ド
ラ
・
荻
原
は
北
御
牧
中
学
校
担

当
を
兼
務
し
、
東
部
中
学
校
に
は
ア
ラ

ン
・
カ
ダ
ノ
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�　

－

5
8
7
9

６４

▲英語であいさつ

▲英語でじゃんけん

▲おそうじの時間に英会話
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〜
上
田
バ
イ
パ
ス

　
　
　

市
内
区
間
の
事
業
化
決
定
〜

　

上
田
バ
イ
パ
ス
の
未
整
備
区
間
と
し
て

残
っ
て
い
る
、
東
御
市
本
海
野
か
ら
上
田

市
国
分
に
至
る
区
間
が
、
国
で
事
業
化
が

決
定
さ
れ
、
市
内
で
も
整
備
に
向
け
て
動

き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

上
田
バ
イ
パ
ス
は
、
国
道　

号
線
の
東

１８

御
市
か
ら
上
田
市
ま
で
の
間
の
慢
性
的
な

交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
昭
和　
４６

年
に
上
田
市
の
都
市
計
画
道
路
と
し
て
計

画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
全
線
の
区
間
は
、

東
御
市
本
海
野
か
ら
上
田
市

上
塩
尻
に
至
る　

・
5
キ
ロ

１１

メ
ー
ト
ル
で
、
今
年
3
月
ま

で
に
上
田
市
上
塩
尻
か
ら
国

分
ま
で
の
7
・
4
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
が
暫
定
2
車
線
で
開
通

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
事
業
化
が
決
定
し

た
の
は
、
東
御
市
本
海
野
の

国
道　

号
線
和
交
差
点
か
ら

１８

上
田
市
国
分
の
上
田
市
立
第

一
中
学
校
付
近
ま
で
の
4
・

1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
こ

の
う
ち
、
市
内
の
区
間
は
1

・
8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
本
海

野
の
和
交
差
点
か
ら
西
海
野

を
経
由
し
て
東
深
井
、
西
深

井
の
南
側
を
通
過
す
る
ル
ー

ト
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
か

ら
地
元
説
明
会
な
ど
を
経
て
、

路
線
測
量
、
地
質
調
査
等
が
始
ま
る
予
定

で
す
。

　

工
事
や
開
通
の
時
期
は
確
定
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
計
画
が
決
定
さ
れ
て
か
ら　

年
３８

と
い
う
長
い
年
月
を
経
て
、
市
内
を
含
め

た
全
線
開
通
に
向
け
て
大
き
な
1
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
都
市
計
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�　

－

５
９
１
４

６４

 
野
生
鳥
獣
に
よ
る

　
　

被
害
防
止
に
つ
い
て

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物
へ
の
被

害
は
年
間
1
0
0
0
万
円
を
超
え
、
こ
れ

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
市
で
は
予

防
及
び
捕
獲
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
市
で
は
東
御
市
猟
友
会
の
協

力
に
よ
り　

種
類
で
約
2
6
0
頭
余
り
を

１２

捕
獲
し
ま

し
た
。
主

な
鳥
獣
別

で
は
、
表

の
と
お
り

と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
現
状
と
お
願
い
】

　

野
生
鳥
獣
を
保
護
し
な
が
ら
共
存
し
て

い
く
こ
と
は
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

関
係
法
令
に
基
づ
き
増
え
過
ぎ
た
個
体
数

を
適
正
な
範
囲
に
調
整
（
個
体
数
調
整
）

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

個
体
数
調
整
は
、
捕
獲
さ
れ
る
鳥
獣
に

と
っ
て
も
人
間
に
と
っ
て
も
望
む
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
不
幸
な
事
態
を

最
小
限
に
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

①　

残
飯
や
生
ゴ
ミ
な
ど
の
野
外
へ
の
廃

棄
や
摘
果
後
の
果
実
を
圃
場
へ
残
す
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②　

野
生
動
物
を
近
づ
け
な
い
た
め
に
、

耕
作
し
て
い
な
い
農
地
な
ど
は
、
草
な

ど
を
刈
払
い
見
通
し
を
良
く
し
ま
し
ょ

う
。

【
農
業
者
の
皆
さ
ま
へ
】

　

市
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
補
助
事
業

を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

①　

『
電
気
柵
』な
ど
を
設
置
し
た
場
合
に

は
、
設
置
費
用
の　

％
（
上
限　

万
円

３０

１０

ま
で
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

②　

狩
猟
免
許
の
取
得
に
係
る
費
用
の
半

額
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

※
狩
猟
免
許
取
得
試
験
は
年
２
回
県
が
実

施
し
ま
す
。

①　

第
１
回
実
施
日　

　

平
成　

年
９
月　

日 （
日
）　

２１

２７

　

会
場　

上
小
森
林
セ
ン
タ
ー（
上
田
市
）

②　

第
２
回
実
施
日　

　

平
成　

年
２
月　

日 （
土
）　

２２

２０

　

会
場　

長
野
県
佐
久
合
同
庁
舎

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
耕
地
林
務
係

　
　

�　

－

５
８
９
４

６４

捕獲数種　　別

　　３ツキノワグマ

　２２ニホンジカ

　３５イ ノ シ シ

　１４タ　ヌ　キ

　３５ハクビシン

１１７カ　ラ　ス

▲捕獲されたハクビシン
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とうみ

  
市
議
会
第
２
回
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

議
案
が
可
決
さ
れ
る

１６

　

6
月
４
日
、
平
成　

年
市
議
会

２１

第
2
回
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
国
の
緊
急

雇
用
創
出
事
業
に
伴
う
臨
時
職
員

雇
用
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
開
設

準
備
費
な
ど
の
補
正
予
算
を
含
む

　

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

１６
　

9
日
、　

日
に
は
一
般
質
問
が

１０

行
わ
れ　

人
の
議
員
が
、
協
働
の

１２

ま
ち
づ
く
り
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
子
育
て
施
策
な
ど
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　

閉
会
日
に
は
、
議
員
に
よ
る
提

出
議
案
3
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を

原
案
通
り
可
決
、
承
認
及
び
同
意

し
6
月　

日
閉
会
し
ま
し
た
。

１９

（
今
回
の
定
例
会
の
詳
細
に
つ
い

て
は
8
月
発
行『
市
議
会
だ
よ
り
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

私
が
市
政
を
お
預
か
り
し
て
丸

一
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
時
間
の
許
す
限
り
、
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
声
か
ら
市

民
感
覚
と
時
代
の
変
化
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
市
民
に
優
し
い
行
政
を
念

頭
に
置
き
、
次
の
項
目
を
機
軸
と

し
て
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
一
は
、「
社
会
情
勢
へ
の
的

確
な
対
応
」
で
す
。
現
在
わ
が
国

は
、
世
界
規
模
の
金
融
・
経
済
危

機
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
影
響

を
受
け
、
市
の
財
政
状
況
も
一
層

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
経
済
支
援
策
、
新
た
な
雇
用

を
創
出
す
る
た
め
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
は
、「
後
期
基
本
計
画
の

着
実
な
推
進
」
で
あ
り
ま
す
。
将

来
に
わ
た
り
輝
き
続
け
る
東
御
市

で
あ
る
た
め
、
そ
の
指
針
と
し
て

の
「
後
期
基
本
計
画
」
の
着
実
な

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
は
、「
地
域
力
・
市
民
力
を

生
か
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
で

あ
り
ま
す
。
市
全
体
の
課
題
は
当

然
行
政
の
役
割
と
し
て
、
今
後
は
、

地
区
特
有
の
課
題
解
決
に
は
、
地

域
に
住
ま
う
皆
さ
ん
の
知
恵
と
ズ�

ク�
を
お
貸
し
い
た
だ
く
場
面
が
増

え
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
地
区

を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
繋
が
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
、
地
域

の
力
を
結
集
し
て
「
小
さ
く
と
も

キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
」
づ
く
り
に

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

  
市
長
招
集
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）

 
新
し
い
農
業
委
員
を

　
　
　
　

紹
介
し
ま
す

　

佐
久
浅
間
農
業
協
同
組
合
の
役

員
改
選
に
伴
い
、
市
の
農
業
委
員

会
委
員
と
し
て
同
組
合
か
ら
推
薦

を
受
け
て
い
た
渡
邉
一
統
理
事

（
宮
）
が
退
任
さ
れ
、
新
し
く
�

澤
實
理
事
（
中
八
重
原
）
が
推
薦

を
受
け
、
５
月　

日
、
東
御
市
農

２８

業
委
員
会
委
員
の
選
任
書
が
花
岡

市
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

 
農
業
委
員
の

 　
　

担
当
地
区
が

  
一
部
変
わ
り
ま
し
た

　

農
業
に
関
す
る
こ
と
で
お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
住

ま
い
の
地
区
を
担
当
し
て
い
る
農

業
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

�　
－

０
５
３
５

６４

担当農業委員地　区　名

 山   浦 　 正   芳 
やま うら まさ よし

　　　（田之尻）
田之尻・宮
畔　　　　田

 関  　　 宰   男 
せき おさ お

　　（中八重原）中八重原・芸
術むら・白樺

�    
やなぎ

 澤 　　 
さわ

 實 
みのる

　　（中八重原）

（敬称略）

▲選任書を受け取る�澤委員

  
緑
の
募
金
へ
の
ご
協
力

  
あ
り
が
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、『
平

成　

年
度
緑
の
募
金
』
に
多
大

２１
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
篤
志
は
、
合
計
で

１
、
１
６
４
、
０
７
３
円
と
な

り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま

す
。
こ
の
募
金
は
、
市
内
の
環

境
を
緑
化
し
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
を
支
援
し
て

「
心
も
緑
も
豊
か
な
郷
土
づ
く

り
」
に
大
切
に
役
立
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

農
林
課
耕
地
林
務
係

　
　

�　

－

５
８
９
４

６４

▲９日に行なわれた一般質問
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平
成　

年
度
に
採
用
す
る

２２

　
　

市
職
員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

１
、
採
用
職
種
、
採
用
予
定
人
員
及
び
受
験
資
格

２
、
申
し
込
み
方
法

①
提
出
書
類

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
市
役
所
総
務

課
に
あ
り
ま
す
）、
写
真
貼
付

・
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
又
は
卒
業
見

　

込
証
明
書
及
び
成
績
証
明
書

②
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
市
役
所
総
務
課
に
直
接

請
求
す
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
封
筒
の

表
に
「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
返
送
用
と
し
て
長
形
3
号
の
封
筒
に

　

円
切
手
を
貼
り
、
返
信
先
を
記
載
し
た

８０も
の
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
受
付
期
間

　

平
成　

年
７
月　

日（
木
）か
ら
7
月　

２１

１６

３１

日（
金
）ま
で
（
郵
送
の
場
合
、
締
切
日
消

印
有
効
）

４
、
試
験
の
日
時
、
場
所
（
予
定
）

①
第
一
次
試
験

　

・
試
験
日　

平
成　

年
9
月　

日（
日
）

２１

２０

　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

　

・
場　

所　

東
御
市
役
所

②
第
二
次
試
験

　

・
試
験
日　

平
成　

年　

月
下
旬

２１

１０

　
　

（
第
一
次
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
）

　

・
場　

所　

東
御
市
役
所

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

総
務
課
総
務
係　

�　

－

５
８
７
６

６４

採
用
職
種

上
級　

行
政

上
級　

土
木

上
級　

建
築

初
級　

事
務

保　

育　

士

採
用
予
定
人
員

若　

干　

名

若　

干　

名

若　

干　

名

若　

干　

名

若　

干　

名

受　
　
　

験　
　
　

資　
　
　

格

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
学
校
教
育
法

５５

に
よ
る
4
年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
学
校
教
育
法

５５

に
よ
る
４
年
制
大
学
の
土
木
学
科
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
人

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
学
校
教
育
法

５５

に
よ
る
４
年
制
大
学
の
建
築
学
科
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
人

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
学
校
教
育
法

５５

に
よ
る
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育

５０

士
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
人
又
は
平
成　

年
3
月

２２

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

  
市
民
病
院
勤
務
の
助
産
師
を
募
集
し
ま
す

１
、
採
用
予
定
人
員
及
び
受
験
資
格

・
若
干
名

・
助
産
師
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

２
、
申
し
込
み
方
法

①
提
出
書
類

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
市
役
所
総
務

課
に
あ
り
ま
す
）、
写
真
貼
付

・
国
家
資
格
証
明
書
の
写
し

②
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
市
役
所
総
務
課
に
直
接

請
求
す
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
封
筒
の

表
に
「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
返
送
用
と
し
て
長
形
3
号
の
封
筒
に

　

円
切
手
を
貼
り
、
返
信
先
を
記
載
し
た

８０も
の
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
受
付
期
間

　

平
成　

年
７
月　

日（
木
）か
ら
7
月　

２１

１６

３１

日（
金
）ま
で

　

（
郵
送
の
場
合
、
締
切
日
消
印
有
効
）

４
、
試
験
予
定
日

　

平
成　

年
8
月
（
面
接
試
験
）

２１

５
、
採
用
予
定
日

　

平
成　

年　

月
ま
た
は
平
成　

年
2
月

２１

１０

２２

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

総
務
課
総
務
係　

�　

－

5
8
7
6

６４

　
　

市
民
病
院
庶
務
係
�　

－

1
7
1
1

６２

  
乳
が
ん
と
子
宮
頸
が
ん

  
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す

　

平
成　

年
度
国
の
補
正
予
算
に
よ
っ
て
、

２１

日
本
の
が
ん
検
診
受
診
率
を　

％
に
あ
げ

５０

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
〝
女
性
特
有
の
が

ん
対
策
〞
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
特
定
年
齢
の
女

性
に
対
す
る「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
」

を
配
布
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
市
町
村
で
前
年

度
に
（
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成　

２０

２１

年
４
月
１
日
ま
で
の
あ
い
だ
に
）　

歳
、

２０

　

歳
、　

歳
、　

歳
、　

歳
に
な
っ
た
女

２５

３０

３５

４０

性
の
方
に
は
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」
を
、

　

歳
、　

歳
、　

歳
、　

歳
、　

歳
に
な
っ

４０

４５

５０

５５

６０

た
女
性
の
方
に
は
「
乳
が
ん
検
診
」
を
無

料
で
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
（　

歳
の
方
の
場
合
は
乳

４０

が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
の
両
方
が
受
診
で
き

ま
す
）。

　

市
で
は
、
対
象
者
の
方
あ
て
に
ク
ー
ポ

ン
を
添
え
て
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
機
会
を
き
っ
か
け
に
定
期
的
に
が

ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
号　

ペ
ー
ジ
に
、
が
ん
検
診
に

２１

関
す
る
内
容
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　

�　

－

8
8
8
3

６４
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とうみ

　

社
会
的
に
一
度
固
定
化
さ
れ
た
考
え
を

変
え
て
ゆ
く
の
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
現
在
で
は
一
般
的
に
理
解
さ

れ
て
い
る
学
校
で
の
現
在
型
の
い
じ
め
が

社
会
的
問
題
に
な
り
始
め
た
時
、
い
じ
め

が
昔
の
も
の
と
違
う
と
い
う
こ
と
が
社
会

一
般
に
理
解
さ
れ
る
ま
で
に
か
な
り
の
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
現
在
型
の
特
色
は

一
人
の
子
ど
も
に
対
し
て
、
長
い
期
間
多

く
の
者
が
限
度
を
超
え
た
危
害
を
加
え
る

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
を
死

に
追
い
や
る
よ
う
な
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
る
も
の
で
た
だ
ち
に
対
策
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
実
態
が
正
確
に
理
解
さ
れ

る
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
。
昔
か
ら
い
じ
め
は
あ
っ
た
の
で
そ

ん
な
に
騒
ぐ
こ
と
は
無
い
と
か
、
子
ど
も

た
ち
の
い
じ
め
は
成
長
過
程
で
よ
く
あ
る

こ
と
だ
と
か
色
々
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
子
ど
も
が
死
に
ま
で
お
い
こ
ま
れ

る
事
件
が
次
々
に
起
こ
る
中
で
、
そ
の
実

態
が
わ
か
り
社
会
に
理
解
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

同
和
問
題
に
お
い
て
は
、
昭
和　

年
代

５０

か
ら
学
校
教
育
、
社
会
教
育
を
中
心
に
国

民
的
課
題
と
し
て
本
格
的
に
同
和
教
育
が

実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
社
会
教
育
に
お

い
て
は
行
政
、
公
民
館
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
企
業

と
各
方
面
で
取
り
組
み
が
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
市
民
が
同
和
問
題
の
学

習
を
重
ね
る
中
で
、
差
別
意
識
解
消
の
成

果
も
徐
々
に
上
が
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
本
格
的
に
同
和
教
育

が
行
わ
れ
て　

年
余
、
ま
だ
被
差
別
部
落

３０

に
対
す
る
偏
見
が
完
全
に
無
く
な
る
と
こ

ろ
ま
で
は
来
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
長
野

県
が
平
成　

年
に
行
っ
た
、
同
和
問
題
に

２０

関
す
る
意
識
調
査
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
約　

パ
ー
セ
ン
ト

６０

の
人
が
結
婚
問
題
に
お
い
て
、
ま
だ
差
別

が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
和
問
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
は
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
現
在
は
ど
ん
な
か
た
ち
で
ま
だ

差
別
が
残
っ
て
い
る
の
か
、
今
一
番
問
題

に
な
っ
て
い
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
か
新
し

い
情
報
を
も
と
に
、
さ
ら
に
学
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

新任の人権擁護委員を
紹介します

　前任委員の任期満了に伴い、７月から新

たに人権擁護委員になりました皆さんを紹

介します。＜　＞内氏名は、前任委員。

・ � 
やなぎ

 澤 　 秀  樹 さん
さわ ひで き

　　田中地区担当　＜柳澤　光彦さん＞　

　　　　　

・ 荻  原 　 愼  一  郎 さん
おぎ はら しん いち ろう

　　北御牧地区担当　＜宮坂　秀明さん＞

●問い合わせ先
　東部人権啓発センター　�64－5902

　昭和23年に人権擁護委員制度が設けられ、翌年６月１日に人

権擁護委員法が施行されたことにより、毎年６月１日を「人権

擁護委員の日」と定めています。市内でも６月１日、田中駅前

で通勤通学者に啓発品の配布を行い、人権擁護についての街頭

啓発活動が行われました。

　人権擁護委員は、毎日の暮らしの中で起こる人権侵害（家庭

内や近隣での困りごとなど）について、よろず相談所等により

無料で相談に応じています。相談所の開催日については毎月初

めに発行する市報とうみお知らせ版をご覧ください。

『育てよう一人ひとりの人権意識』
人権擁護委員による街頭啓発活動

▲啓発活動のようす
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青
少
年
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て

 
県
内
の
少
年
補
導
の
概
況

  
平
成　

年
中
の
特
徴

２０

◆
刑
法
犯
少
年

・
昨
年
よ
り　

人
増
加
し
1
3
8
9

５０

人
。

・
女
子
は
全
体
の　

・
6
％

２３

・
高
校
生
は
全
体
の　

・
6
％

５３

・
万
引
き
は
全
体
の　

・
7
％

３２

　

刑
法
犯
少
年
が
増
加
し
て
い
る
中
、

特
に　

歳
か
ら　

歳
の
少
年
の
検
挙

１５

１６

人
員
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
後
の
、
子
ど

も
た
ち
の
生
活
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

・
東
御
市
の
少
年
の
検
挙
人
数
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

・
非
行
の
背
景
に
は
、
家
庭
環
境
が

大
き
な
要
因
と
し
て
あ
り
ま
す
。

◇
家
庭
・
地
域
の
皆
様
の
多
く
の
目

が
子
ど
も
た
ち
の
非
行
を
防
止
し
ま

す
。
あ
た
た
か
な
見
守
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

資
料
「
H　

年
中
の
少
年
補
導
の
概

２０

　
　

況（
出
典　

長
野
県
警
）」
よ
り

 
県
内
の
少
年
の
犯
罪
被
害

  
子
ど
も
の
犯
罪
被
害

◆
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
犯
罪
は
2
2
4
件
（
H　

年
よ
り　

件
減
少
）

１９

１５

◆
不
審
者
等
の
声
か
け
事
案
は
2
0
7
件
（
H　

年
よ
り　

件
減
少
）

１９

７６

　

い
ず
れ
も
、
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
わ
い
せ
つ
な
事
件
等
が
多
く
、
子
ど

も
た
ち
の
心
身
へ
与
え
た
ダ
メ
ー
ジ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

◇
子
ど
も
を
守
れ
る
の
は
大
人
で
す
。
家
庭
・
地
域
の
皆
様
の
多
く
の
目
が
、

子
ど
も
に
被
害
を
与
え
る
事
件
を
防
止
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
目
配

り
、
気
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。
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青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
の
取
り
組
み

  
愛
の
ひ
と
こ
え
運
動

　

青
少
年
が
安
心
し
て
成
長
で
き

る
ま
ち
を
つ
く
る
の
は
、
わ
た
し

た
ち
大
人
の
役
目
で
す
。
市
民
ひ

と
り
ひ
と
り
の
小
さ
な
取
り
組
み

が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

◇
通
勤
、
買
い
も
の
、
散
歩
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
時
に
、
周
囲

の
地
域
環
境
に
不
審
な
場
所
や
不

審
な
人
は
居
な
い
か
、
目
配
り
！

気
配
り
！
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
行
き
会
う
青
少
年
に
は
「
お
は

よ
う
！
」「
お

か
え
り
！
」

の
愛
の
ひ
と

こ
え
を
か
け

ま
し
ょ
う
。

  
駅
前
で
の

　
　

街
頭
啓
発
活
動

　

強
調
月
間
に
は
、
田
中
駅
、
滋

野
駅
を
育
成
団
体
が
中
心
と
な
っ

て
街
頭
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
駅
を
利
用
す
る
方
々
や
青
少

年
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
コ
ン

ビ
ニ
等
店
舗
・
施
設
、
死
角
と

な
っ
て
い
る
場
所
な
ど
を
パ
ト
ロ

ー
ル
し
、
問
題
行
動
の
早
期
発
見

に
努
め
て
い
ま
す
。

  
社
会
環
境

　
　

チ
ェ
ッ
ク
活
動

　

強
調
月
間
に
は
県
の
要
綱
に
従

い
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
酒
店
、

書
店
等
に
つ
い
て
、
販
売
・
陳
列

方
法
等
を
青
少
年
に
配
慮
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
チ
ェ

ッ
ク
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

積
極
的
に
推
進
し
て
く
だ
さ
る
店

舗
に
は
「
東
御
市
青
少
年
健
全
育

成
協
力
店
シ
ー
ル
」
を
貼
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
店
舗
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

  
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

　
　
　
　
  
教
育
の
推
進

　

安
全
の
た
め
に
持
っ
て
い
る
携

帯
電
話
や
勉
強
の
た
め
に
使
っ
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
、

　

・
有
害
情
報
を
閲
覧
す
る

　

・
メ
ー
ル
依
存
に
な
る

　

・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
遭
う

　

・
個
人
情
報
が
流
出
す
る

　

・
知
ら
な
い
人
と
遭
う

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
る
事
例
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
子
ど
も
た

ち
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
悪
影
響

か
ら
守
る
た
め
に
、

◇
学
校
へ
の
携
帯
電
話
の
持
込
み

禁
止　

◇
小
中
学
生
が
携
帯
電
話
を
持
た

な
い
環
境
づ
く
り　

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
正

し
く
判
断
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
推
進

を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

 
ま
ず
は
家
庭
が
基
本
で
す

　

「
子
ど
も
に
任
せ
て
い
る
」「
親

は
分
か
ら
な
い
」「
う
ち
の
子
に
限

っ
て
・
・
」
で
は
な
く
、
今
一
度
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
危
険
性

な
ど
に
つ
い
て
親
子
で
学
習
し
、

取
扱
い
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

①
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
機
能
を
入
れ
て
い

ま
す
か

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
に

つ
い
て
お
子
さ
ん
に
指
導
し
て

い
ま
す
か

③
個
人
情
報
や
中
傷
を
書
き
込
ま

な
い
よ
う
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い

ま
す
か

　 
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
ち
ょ
っ
と

 
待
っ
て
ケ
ー
タ
イ
」

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
ネ
ッ
ト
リ
テ

ラ
シ
ー
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
よ

う
、「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ケ
ー
タ

イ
！
」
の
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
し

や
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
育
成
会
、
分
館
な
ど
で

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

 

市
報
と
う
み
６
月
号　

〜　

ペ
ー

１０

１１

 

ジ
に
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ

 

い
て
関
連
し
た
内
容
を
掲
載
し
て

 

あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

　

�　

－

５
８
８
５

６４
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誕生日おめでとう！（ 7 月生まれ）

 矢  沢 　 健 吾   くん （睦）
や ざわ けん ご

（１歳、H２０．７．９生）

　健タン�１歳のお誕生日おめでとう�

甘えんぼうで笑顔がとっても可愛い健タ

ン。パパもママも大～好きだよ�これか

らもいっぱい遊ぼうネ�

 古  越 　　翼
ふる こし

   くん（大石）
つばさ

（１歳、H２０．７．１６生）

　翼、お誕生日おめでとう！１年でいろ

んな事ができるようになったね。これか

らもいっぱい食べて、いっぱい遊んで元

気に育ってね。

 竹  内 　 優 太   くん （常田）
たけ うち ゆう た

（１歳、H２０．７．９生）

　�ハッピーバースデイ�歯が9本も生

えたのにハミガキ大嫌いな優太。虫歯に

なっても知らないからねー�

 川  口 　 陽 斗   くん （右）
かわ ぐち はる と

　　　葵   くん（左）（乙女平）
あおい

（１歳、H２０．７．１５生）

　誕生日おめでとう�小さく生

まれた２人は１年でとても大き

く元気に育って嬉しいなッ��

いっぱい食べて遊んで寝てもっ

と大きくなぁれ★

 高  村 　
たか むら

 涼 聖
りょう

   くん （加沢）
せい

（１歳、H２０．７．４生）

　１歳のお誕生日おめでとう！食べるの

が大好きで好奇心旺盛なわんぱく坊主涼

聖くん。これからもニコニコ笑顔で元気

一杯大きくなってね！

 花  岡 　 和 将   くん（出場）
はな おか かず まさ

 （２歳、H１９．７．９生）

　色んな仕草で周りを楽しませてくれる

和くん。甘えん坊で抱っこが大好き。重

たいけれど可愛いです。優しい男の子に

なって下さい。

 大  塚 　 姫 愛   ちゃん（島川原）
おお つか ひ より

 （３歳、H１８．７．２生）

　3歳のお誕生日おめでとう�お手伝い

もできるし、蓮の面倒も見てくれて、

すっかりお姉ちゃんだね。笑顔を忘れず、

優しい子になってね！

 大  久  保 　 蒼 人   くん（東深井）
おお く ぼ あお と

 （３歳、H１８．７．９生）

　蒼人、3歳のお誕生日おめでとう！泣

き虫でわがままだけどいつも笑顔にして

くれるね。これからも元気にすくすく

育ってね�

 丸  山 　 華 凜   ちゃん（加沢）
まる やま か りん

 （１歳、H２０．７．３０生）

　華凛、１歳のお誕生日おめでとう�い

つもステキな笑顔でみんなを癒してくれ

るね（＾ｖ＾）ｖ将来が楽しみだね�目

指せ！未来のなでしこJAPAN�（笑）

 長  谷  川 　 砂 来   ちゃん（金井）
は せ がわ さ ら

 （２歳、H１９．７．２３生）
　さらちゃん、お誕生日おめでとう！お

はなしも少しずつできるようになってき

たネ。ちょっぴりおてんばさんだけど、

とっても優しいさらちゃんがみんな大好

きです。これからもいっぱい遊んでいっ

ぱい食べて大きくなってネ��

 脇  中 　 月 渚   ちゃん（栗林）
わき なか る な

 （３歳、H１８．７．４生）

　保育園に行くようになってから、すっ

かりお姉さんぽくなった月渚ちゃん。お

家では、いっぱい甘えていいからね�

 中  嶋 　 心 咲   ちゃん（大石）
なか じま み さき

 （１歳、H２０．７．２４生）

　みいちゃん、お誕生日おめでとう。保

育園でたくさんお友達つくって、優しく

丈夫で元気な子に育ってネ！



☆募集します!!☆　（対象者８月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。　締め切りは、７月１６日 （木） 必着。

②鍋に多めにお湯を沸かし、キャベツ
をさっと茹で、長ねぎ青い部分とス
ライスした生姜を入れ、5㎝ 位に
切った豚肉を茹で、水気を切る。
③Aの調味料をよく混ぜて、たれを作
る
④お皿にキャベツをしき、きゅうりと
肉を盛り
付ける。
たれに好
みでねぎ
を入れて
付けなが
ら食べる。

スタミナ満点、夏バテ解消

豚肉と野菜のピリ辛ソース
�材料（６人分）181kcal/１人前
豚もも肉薄切り  …………………360g
長ねぎ（青い部分）  …………1/3本弱
生姜 ……………………………１かけ強
きゅうり  ………………1本半（180g）
キャベツ  ………………4～5枚（300g）

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

長ねぎ（白い部分）  …………1/3本弱
　�しょうゆ  …………………大さじ3
　　砂糖  ………………大さじ1と1/2
Ａ�酢  …………………………大さじ3
　　おろしにんにく  ……小さじ1/3弱
　�ごま油※  …………小さじ1と1/2
※辛い方が好みの場合は、ラー油や豆
板醤に変える。

�作り方
①きゅうりは皮ひきで長くスライスに
する。キャベツはざく切りにし、芯
は薄く切っておく。長ねぎ白い部分
を細かく切って水にさらし、白髪ね
ぎにして水気を切る。
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 井  出 　 愛 奈   ちゃん（リードリー鞍掛）
い で あい な

 （３歳、H１８．７．２８生）

　あいなちゃん3歳のお誕生日おめでと

う�うたやおしゃべりが大好きで、いつ

もニコニコ笑顔のあいなちゃん。これか

らもそのニコニコ笑顔でみんなを癒して

ね＾ｖ＾

  
日
向
ガ
丘
区
三
世
代
交
流

　
　
　
　

う
ど
ん
打
ち
と
食
事
会

　

5
月　

日
、
区
公
民
館
で
日
向
ガ
丘
区

１６

う
ど
ん
打
ち
と
食
事
会
を
区
の
福
祉
運
営

委
員
会
が
主
催
と
な
っ
て
、
区
役
員
の
ほ

か
、
コ
ス
モ
ス
会
、
老
人
会
、
青
少
年
育

成
団
体
、
保
育
園
保
護
者
会
、
市
営
住
宅

管
理
人
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
子
ど
も　

名
、
お
年

２６

寄
り　

名
の
ほ
か
、
総
勢　

名
の
参
加
が

１７

６１

あ
り
ま
し
た
。

　

う
ど
ん
打
ち
で
は
、
お
年
寄
り
が
子
ど

も
達
に
粉
を
こ
ね
る
、
延
ば
す
、
切
る
の

一
連
の
流
れ
を
教
え
て
い
き
ま
し
た
。
ま

ず
は
子
ど
も
達
皆
が
き
れ
い
に
手
を
洗
い
、

教
え
て
も
ら
う
内
容
を
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
手
つ
き
の
子
ど

も
達
も
段
々
と
要
領
を
得
て
、
顔
や
服
に

ま
で
粉
を
付
け
て
頑
張
っ
て
う
ど
ん
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
う
ど
ん
を
ゆ
で
る
、
ざ

る
に
上
げ
る
、
た
れ
を
作
る
、
食
事
場
所

の
準
備
は
各
工
程
に
分
か
れ
大
人
と
子
ど

も
が
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。
準
備
が
あ

る
程
度
整
っ
た
と
こ
ろ
で
子
ど
も
達
は
席

に
付
き
、
う
ど
ん
が
出
来
上
が
る
の
を
待

ち
遠
し
そ
う
に
台
所
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

全
員
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
唱
和
で

食
事
会
が
は
じ
ま
り
、
た
く
さ
ん
作
っ
た

う
ど
ん
は
あ
っ
と
い
う
間
に
無
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
作
っ
た
う

ど
ん
を
食
べ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
は
と
て

も
満
足
そ
う
で
し
た
。
食
事
を
し
な
が
ら

会
話
が
弾
み
、
区
内
の
世
代
を
超
え
た
交

流
が
図
れ
た
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
記
事
は
、
大
野
昌
宏
さ
ん
（
日
向

ガ
丘
区
福
祉
運
営
委
員
長
）
よ
り
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▲自分達が作ったうどんは格別�

▲順番にやってみましょう

 寺  島 　 快 哩   くん（海善寺北）
てら しま かい り

 （３歳、H１８．７．１１生）

　３歳おめでとう。たくさんお話できる

ようになったね。わんぱく快哩�これか

らも元気一杯大きくなってね。
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放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
は
学
校

で
の
緊
張
感
が
ほ
ぐ
れ
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
「
た
だ
い
ま
ぁ
！
」

と
児
童
館
に
駆
け
込
ん
で
来
ま
す
。

今
年
も
大
勢
の
１
年
生
が
仲
間
入

り
し
、
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で

多
い
日
に
は
１
３
０
名
を
越
え
る

利
用
者
が
あ
り
ま
す
。

　

先
日
は
児
童
館
の
行
事
と
し
て

「
庭
の
石
拾
い
・
草
取
り
」
と

「
小
さ
な
畑
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗

植
え
」
を
学
年
別
に
作
業
を
分
担

し
て
行
な
い
ま
し
た
。
高
学
年
に

は
石
こ
ろ
や
草
の
片
付
け
の
ほ
か

に
低
学
年
の
世
話
役
も
や
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
低
学
年
と
高
学
年

が
一
緒
に
過
ご
す
児
童
館
で
は
、

遊
び
や
生
活
を
通
し
て
い
た
わ
り

と
思
い
や
り
、
協
調
性
を
体
得
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

北
御
牧
児
童
館
は
北
御
牧
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
併
設
し
て
い

る
と
い
う
特
色
が
あ
り
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
来
て
い
る
赤
ち

ゃ
ん
を
窓
越
し
に
見
て
「
か
わ
い

い
っ
！
」
と
言
っ
て
座
り
込
ん
で

い
る
低
学
年
の
姿
に
微
笑
ま
し
さ

を
感
じ
ま
す
。
様
々
な
体
験
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も

に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　 
修
学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と

　
　

北
御
牧
小
学
校
６
年

　
 
赤  
尾 　
 
晃 
大
   
　

あ
か 

お 

こ
う 
だ
い

　

ぼ
く
た
ち
六
年
生
は
、
五
月
二

十
日
、
二
十
一
日
と
修
学
旅
行
に

行
き
ま
し
た
。
ぼ
く
が
こ
の
二
日

間
で
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、

東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
に
行
っ
た
事

で
す
。
ぼ
く
た
ち
の
班
は
、
ま
ず

ラ
イ
ラ
の
冒
険
と
言
う
所
に
行
き

ま
し
た
。
こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
、
急
に
コ
ウ
モ
リ
が
飛
ん
で
来

　 
野
球
部
の
応
援
を

　

し
て
み
て
感
じ
た
こ
と

　
　
　
　

北
御
牧
中
学
校
３
年

　
　
 
大  
塚 　
 
春 
希
   
　

お
お 
つ
か 

は
る 

き

　

北
中
で
は
野
球
部
の
上
小
大
会

の
応
援
に
吹
奏
楽
部
、
美
術
部
、

無
所
属
が
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
は
無
所
属
な
の
で
応
援

に
行
き
ま
し
た
。

　

上
田
県
営
球
場
へ
着
く
と
す
ぐ

に
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
試

合
目
は
北
中　

五
中
で
し
た
。
私

vs

は
一
番
前
の
席
で
選
手
一
人
ひ
と

り
の
真
剣
な
表
情
が
よ
く
見
え
ま

し
た
。
私
た
ち
も
一
つ
に
な
っ
て

応
援
し
ま
し
た
。
五
中
と
の
試
合

は
見
事
勝
利
し
ま
し
た
。

　

二
試
合
目
は
丸
子
中
と
で
し
た
。

そ
の
試
合
は
ず
っ
と
０
点
の
ま
ま

で
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
途
中
で

相
手
が
二
塁
・
三
塁
に
い
る
時
が

あ
り
、
あ
せ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
厳
し
い
状
況
を
逃
げ
切
り
北

中
は
二
点
入
れ
ま
し
た
。
北
中
は

勝
利
し
ま
し
た
。

　

こ
の
試
合
を
見
て
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
走
っ
て
い
く
姿
や
仲
間

と
の
絆
や
支
え
あ
う
こ
と
の
す
ば

ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て

た
り
、
ク
マ
が
出
て
来
た
り
し
て

ビ
ッ
ク
リ
し
た
け
ど
と
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。
次
に
人
生
初

の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
り

ま
し
た
。
そ
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
の
名
前
は
、
ワ
ン
ダ
ー
ド

ロ
ッ
プ
で
す
。
落
ち
た
あ
と
水
が

か
か
っ
た
け
ど
と
て
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
二
日
間
で
あ
ま
り
し
ゃ
べ

ら
な
い
友
達
と
も
話
せ
た
し
、
友

達
の
い
い
所
を
た
く
さ
ん
見
つ
け

ら
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
こ

の
二
日
間
の
修
学
旅
行
で
学
ん
だ

事
を
こ
れ
か
ら
も
わ
す
れ
ず
に
み

ん
な
と
一
緒
に
協
力
し
て
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

本
当
に
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。

▲庭の石拾い・草取り

▲１年生の歓迎会「交流会」

▲国会議事堂の前で

▲勝利を願って応援
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とうみ

◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
図
書
館
の
女
王
を
捜
し
て

…
…
新
井　

千
裕
・
著

�
東
京
へ
飛
ば
な
い
夜

…
ラ
ー
ナ
・
ダ
ス
グ
プ
タ
・
著

�
子
ど
も
を
伸
ば
す

　

自
立
の
た
め
の
家
庭
の
し
つ
け

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

く
ま
の
こ
に
よ
る

７
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

７
月　

日 （
土
）

１８

　
　
　
　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

絵
本
の
読
み
「
い
い
か
ら  
い
い
か
ら
」

　
　
　
　
　
　

「
天
女
の
は
ご
ろ
も
」

　

大
型
絵
本
「
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
」

　

紙
芝
居

　
　
　

「
ぼ
く
の
へ
や
に
う
み
が
あ
る
」

７
月　

日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ

１０

り
ま
す

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

 
図
書
館
発

  
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

�
く
さ
を
は
む

お
く
は
ら
ゆ
め：

作

　

講
談
社

　

朝
も
、
昼
も
、
夜
も
、
ぼ
く
ら
は

毎
日
、
草
を
は
む
。
と
き
に
は
草
の

気
分
に
な
っ
た
り
、
草
の
歌
を
う

た
っ
た
り
…
。
単
純
だ
け
ど
満
ち
足

り
た
、
シ

マ
ウ
マ
た

ち
の
く
ら

し
を
描
い

た
絵
本
。

�
サ
ル
く
ん
と
ブ
タ
さ
ん

た
ど
こ
ろ
み
な
み：

作
・
絵

汐
文
社

　

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
耳
が
き
こ
え

な
い
ブ
タ
さ
ん
。
そ
ん
な
ブ
タ
さ
ん

に
、
音
を
教
え
て
く
れ
た
サ
ル
く
ん

が
い
ま
し
た
…
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
か
ら
生
ま
れ
た
、

心
あ
た

た
ま
る

絵
本
。

7月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

4321

1110987�5

1817161514�12

25242322��19

�302928�26

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

小
学
校
中
学
年
の
部
（
3
・
4
年
生
）

�
そ
い
つ
の
名
前
は
エ
メ
ラ
ル
ド

　
　

竹
下
文
子：

作

　

鈴
木
ま
も
る：

画

　

金
の
星
社

�
風
を
お
い
か
け
て
、
海
へ
！

高
森
千
穂：

作　

な
み
へ
い：

絵

　

国
土
社

�
し
あ
わ
せ
の
子
犬
た
ち

　
　

メ
ア
リ
ー
・
ラ
バ
ッ
ト：

作

　

若
林
千
鶴：

訳

　

む
か
い
な
が
ま
さ：

絵

　

文
研
出
版

�
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
ジ
プ
シ
ー

　

多
摩
動
物
公
園
の

　
　

ス
ー
パ
ー
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

　
　

黒
鳥
英
俊：

著

　

ポ
プ
ラ
社

小
学
校
低
学
年
の
部
（
1
・
2
年
生
）

�
お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に

　
　

く
す
の
き
し
げ
の
り：

作

　

石
井
聖
岳：

絵

　

小
学
館

�
し
っ
ぱ
い
に
か
ん
ぱ
い
！

　
　

宮
川
ひ
ろ：

作

　

小
泉
る
み
子：

絵

　

童
心
社

�
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
、

　
　
　
　
　

き
つ
ね
さ
ん
！

　

カ
ト
リ
ー
ン
・
シ
ェ
ー
ラ
ー：

作

　

関
口
裕
昭：

訳

　

光
村
教
育
図
書

�
て
と
て
と
て
と
て

　
　

浜
田
桂
子：

作

　

福
音
館
書
店

 
こ
の
夏
は
読
書
感
想
文
を
書
い
て
み
よ
う

　

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
児
童
・
生
徒
な
ど
が
本
に
親
し
む
こ
と
を
目
的

に
、
１
９
５
５
年
に
始
ま
り
、
今
年
で　

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

５５

　

今
月
は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
図
書
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
も
読
書
感
想
文
を
書
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
図
書
は
、
市
立
図
書
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
要
項
な
ど
詳
細
は
、
各
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

小
学
校
高
学
年
の
部
（
5
・
6
年
生
）

�
春
さ
ん
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

依
田
逸
夫：

作　

藤
本
四
郎：

絵

　

汐
文
社

�
ぼ
く
の
羊
を
さ
が
し
て

　
　

ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ハ
ブ
ズ：

著

　

片
岡
し
の
ぶ：

訳

　

あ
す
な
ろ
書
房

�
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
へ
の
旅

ビ
ヴ
ァ
リ
ー
・
ナ
イ
ド
ゥ
ー：

作

　

も
り
う
ち
す
み
こ：

訳

　

橋
本
礼
奈：

画

　

さ
・
え
・
ら
書
房

�
マ
タ
ギ
に
育
て
ら
れ
た
ク
マ

　

白
神
山
地
の
い
の
ち
を
守
っ
て

　
　

金
冶
直
美：

文

　

佼
成
出
版
社

中
学
の
部

�
８
分
音
符
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド

松
本
祐
子：

作　

佐
竹
美
保：

装
画

　

小
峰
書
店

�
時
間
を
ま
き
も
ど
せ
！

ナ
ン
シ
ー
・
エ
チ
メ
ン
デ
ィ：

作

吉
上
恭
太：

訳　

杉
田
比
呂
美：

絵

　

徳
間
書
店

�
月
の
え
く
ぼ
（
ク
レ
ー
タ
ー
）
を

　

見
た
男　

麻
田
剛
立

鹿
毛
敏
夫
：
著　

関
屋
敏
隆
：
画

　

く
も
ん
出
版

高
等
学
校
の
部

�
縞
模
様
の
パ
ジ
ャ
マ
の
少
年

　
　

ジ
ョ
ン
・
ボ
イ
ン：

作

　

千
葉
茂
樹：

訳

　

岩
波
書
店

�
夏
か
ら
夏
へ
　
　

佐
藤
多
佳
子：

著

　

集
英
社

�
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
世
界
を
見
る

　
　

中
牧
弘
允：

著

　

白
水
社

…
…
辰
巳　
　

渚
・
著

�
す
っ
き
り
暮
ら
す
た
め
の

　
　
　

収
納
ア
イ
デ
ィ
ア
３
４
３

…
…
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
・
発

�
散
歩
で
楽
し
む
花
の
木

…
…
植
木　

裕
幸
・
写

◆
児
童
書

� 
し
あ
わ
せ
の
青
い
ポ
ス
タ
ー

　

…
…
鈴
木　

位
知
子
・
作

�
由
宇
の
１
５
４
日

…
…
た
か
ら　

し
げ
る
・
作

�
２
１
４
０

　

ピ
ー
タ
ー
・
ピ
ン
セ
ン
ト
の
闘
い

…
…
ジ
ェ
マ
・
マ
リ
ー
・
絵

�
ず
っ
と
ず
っ
と　

そ
ば
に
い
る
よ

…
…
…
ほ
ん
だ　

て
つ
や
・
絵

�
島
の
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん

…
…
竹
内　

通
雅
・
絵
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5
月　

日
、
中
央
公
民
館
に
お

３０

い
て
、
松
本
市
巾
上
西
町
会
長
の

筒
井
敏
男
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

「
ま
ち
づ
く
り
で
元
気
発
信
！
シ

ル
バ
ー
パ
ワ
ー
」
と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
し
、
約　

名
が
参
加
し

８０

ま
し
た
。

　

巾
上
西
町
は
、
松
本
駅
の
西
口

に
位
置
す
る
地
域
。
松
本
駅
西
口

再
開
発
に
よ
り
、
昔
な
じ
み
の
商

店
が
次
々
と
立
ち
退
き
、
若
者
の

転
出
者
が
増
え
、
地
域
の
活
気
が

失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
危
惧
し
た

筒
井
さ
ん
は
、
み
ん
な
で
元
気
を

出
そ
う
と
自
宅
を
改
造
し
て
、
町

会
の
仲
間
と
町
会
の
核
と
な
る
そ

ば
店
「
い
ば
ら
ん
亭
」
を
開
店
し

ま
し
た
。
店
員
は
「
平
均
年
齢　
７４

歳
、
最
高
年
齢　

歳
、
採
用
条
件

８７

は　

歳
以
上
で
あ
る
こ
と
」
と
、

６５
シ
ル
バ
ー
世
代
の
元
気
な
活
躍
ぶ

り
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

筒
井
さ
ん
は
、
松
本
市
男
女
共

生
市
民
会
議
に
所
属
し
て
い
た
経

験
を
生
か
し
、
地
元
の
物
、
仲
間

づ
く
り
、
常
に
前
進
す
る
気
持
ち

を
大
切
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

店
名
を
付
け
た
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ソ
ー
ス
が
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
、
女

性
の
パ
ワ
ー
や
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー

に
助
け
ら
れ
今
後
も
み
ん
な
で
地

域
お
こ
し
の
勉
強
を
し
て
い
き
た

い
と
、
軽
快
な
語
り
口
で
話
さ
れ

る
内
容
に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

 
―
み
ん
な
で
地
域
を
担
う
た
め
に
―

男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画
講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演
会会会会会会会会会会

  
男
女
共
同
参
画
講
演
会

新
連
載

男
女
共
同
参
画
『
こ
み
っ
く
シ
リ
ー
ズ
』
第
2
弾
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
、
回
覧
板
の
コ
ミ
ッ
ク
（
漫
画
）
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
月
号
か
ら
「
4
コ
マ
漫
画
」
と
形
を
変
え
て
市
報
へ
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
日
頃
、
何
気
な
い
生
活
の
中
に
あ
る

男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
見
た
ら
「
何
か
お
か
し
い
」
と
い
う
場
面
を
4
コ
マ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
し
て
、
漫
画
も
推

進
委
員
で
描
き
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
漫
画
の
こ
と
、
男
女
共
同
参
画
の
こ
と
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
生
涯
学
習
課
男
女
共
生
係　

�　

－
５
９
０
６
（
中
央
公
民
館
内
）

６４

『
悪
質
商
法
か
ら
お
財
布
を
守
ろ
う
』

不不不不不不不不不不
用用用用用用用用用用
品品品品品品品品品品
回回回回回回回回回回
収収収収収収収収収収
のののののののののの
トトトトトトトトトト
ララララララララララ
ブブブブブブブブブブ
ルルルルルルルルルル

　

不
用
品
回
収
の
ト
ラ
ブ
ル

　

不
用
品
回
収
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て
、
事
例
を
あ
げ
、
対

処
法
や
注
意
を
記
し
ま
す
。

【
事
例
１
】「
不
要
に
な
っ
た
家
電
製

品
等
を
無
料
で
回
収
す
る
」
と
車
で

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
た
業
者
を
呼
び

止
め
て
、
テ
レ
ビ
の
回
収
を
依
頼
。

家
に
来
た
業
者
は
「
回
収
費
用
が
2

0
0
0
円
か
か
る
」と
言
っ
た
。「
無

料
と
言
っ
て
い
た
」
と
言
っ
て
も
、

「
す
べ
て
が
無
料
で
は
な
い
」
と
威

圧
的
に
言
わ
れ
、
2
0
0
0
円
を
払

っ
て
回
収
し
て
も
ら
っ
た
。

【
事
例
2
】
見
積
も
り
で
は
引
き
取

り
に　

万
円
く
ら
い
か
か
る
と
言
わ

１０

れ
た
。
品
物
は
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド

な
ど　

点
く
ら
い
。
全
部
運
び
だ
し
、

１５

業
者
の
車
に
積
み
込
ん
で
か
ら
「
思

っ
た
よ
り
多
か
っ
た
の
で
全
部
で　
２３

万
円
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。
引
っ

越
し
を
控
え
て
い
た
の
で
、
断
れ
ず

に
全
額
支
払
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
粗
大
ご
み
や
不
用
品
の
処
分
は
、

東
御
市
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
い
ま

し
ょ
う
。
粗
大
ご
み
に
出
せ
な
い
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
5
家
電

（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
エ

ア
コ
ン
、
冷
凍
庫
）
及
び
パ
ソ
コ
ン

（
本
体
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
）
の
処

分
方
法
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
小

売
店
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
の

他
の
物
に
つ
い
て
は
〈
東
部
地
区
〉

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
�　

－

6

６３

8
1
4
）〈
北
御
牧
地
区
〉（
ご
み
の

処
分
）
清
掃
セ
ン
タ
ー
�
0
2
6
7

－

　

－

5
6
7
9
（
粗
大
ご
み
の
処

５３
分
）
粗
大
ゴ
ミ
処
分
場
�
0
2
6
7

－

　

－

2
6
1
0
に
確
認
し
て
く
だ

５４
さ
い
。

②
不
用
品
回
収
業
者
が
無
料
回
収
を

う
た
っ
て
い
て
も
、
回
収
時
に
料
金

を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

③
一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
は
市

の
許
認
可
を
受
け
た
事
業
者
し
か
行

え
ま
せ
ん
。
安
易
に
不
用
品
回
収
業

者
に
処
分
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、
ト

ラ
ブ
ル
や
不
法
投
棄
に
な
り
や
す
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

④
不
用
品
回
収
業
者
と
の
間
で
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
「
く
ら

し
の
豆
知
識　

」
か
ら
）

０９

　

万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

た
り
、
お
困
り
に
な
っ
た
場
合
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

8
5
1
7

２７

　
　

市
民
課 
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

5
8
9
6

６４
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こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

   
が
ん
健
診
は
受
け
な
き
ゃ
ソ
ン
で
す
！

 上  原 　 恵  実  保健師
うえ はら え み

とうみ

　

三
多
（
さ
ん
た
）、
こ
れ
は
多
く

し
た
方
が
い
い
も
の
三
つ
で
す
。

体
を
多
く
動
か
し
、
し
っ
か
り
休

養
を
と
る
。
そ
し
て
多
く
の
人
・

事
・
物
に
接
す
る
こ
と
の
勧
め
で

す
。
車
社
会
の
東
御
市
で
は
、
一

歩
で
も
多
く
歩
く
心
が
け
が
大
切

で
、
し
っ
か
り
毎
日
の
生
活
の
中

で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
し
っ
か
り
睡
眠
と
休
養
を
と

り
、
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ

て
、
趣
味
豊
か
に
創
造
的
な
生
活

を
送
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
解
消
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
六
つ
の
生
活
習
慣
の
う
ち
、

三
つ
以
上
実
行
し
て
い
る
人
、
特

に
少
酒
、
多
動
、
多
接
を
心
が
け

て
い
る
人
は
血
圧
が
低
か
っ
た
と

い
う
報
告
（
和
田
ら
、
2
0
0
2
）

も
あ
り
ま
す
。

　

過
去
の
生
活
を
振
り
返
り
、
心

を
改
め
て
、
こ
れ
か
ら
健
康
で
楽

し
い
人
生
を
送
る
た
め
に
「
一
無

二
少
三
多
」
す
な
わ
ち
無
煙
・
少

食
・
少
酒
・
多
動
・
多
休
・
多
接

の
六
つ
の
生
活
習
慣
を
実
践
す
る

こ
と
を
、
ぜ
ひ
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

（「
一
無
二
少
三
多
」
と
は
、
日
本
生
活

習
慣
病
予
防
協
会
理
事
長 
池
田
義
雄

氏
が
推
奨
し
て
い
る
健
康
標
語
で
す
。）

　

み
な
さ
ん
、
映
画
「
余
命
1
カ

月
の
花
嫁
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

末
期
の
乳
が
ん
に
冒
さ
れ
、
わ
ず

か　

歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
女
性

２４
の
生
涯
が
描
か
れ
た
実
話
が
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
が
ん
検
診
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
ま
す
。

 
が
ん
は
増
え
て
い
ま
す

　

平
成　

年
の
日
本
人
の
死
亡
者

１９

数
は
1
1
0
万
人
。
こ
の
う
ち
が

ん
に
よ
る
死
亡
は
約　

万
人
で
す
。

３４

日
本
人
の
約
3
人
に
1
人
が
が
ん

で
亡
く
な
っ
て
い
る
計
算
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
2
人
に

1
人
弱
が
生
涯
に
が
ん
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界

の
割
合
か
ら
見
て
も
、
世
界
一
の

が
ん
大
国
と
言
え
ま
す
。
東
御
市

で
も
、
昨
年
（
平
成　

年
）
の
死

２０

亡
者
数
は
3
4
5
人
、
そ
の
中
の

が
ん
に
よ
る
死
亡
は　

名
で
、
死

８４

亡
原
因
の
第
1
位
を
独
走
し
て
い

ま
す
。（
上
の
グ
ラ
フ
参
照
）

　
早
期
に
が
ん
を
発
見
で
き

る
時
間
は
限
ら
れ
る
�

　

早
期
が
ん
は
、
2
㎝ 
く
ら
い
ま

で
を
さ
し
、
そ
れ
ま
で
に
見
つ
け

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、

1
㎝ 
の
が
ん
が
2
㎝ 
に
な
る
に
は
、

た
っ
た
3
回
の
細
胞
分
裂
、
1
年

半
し
か
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
　

年
と
い
う
が
ん
の
長
い
一
生

２０
の
う
ち
検
診
に
よ
っ
て
早
期
が
ん

の
う
ち
に
発
見
で
き
る
の
は
、

た
っ
た
1
〜
2
年
く
ら
い
の
時
間

（
が
ん
の
一
生
の
う
ち
1
割
以
下

の
期
間
）
に
限
ら
れ
る
の
で
す
。

　

東
御
市
で
は
健
康
診
断
も
始
ま

り
、
ま
た
、
先
日
発
表
さ
れ
た
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳（
第
一
生
命
）に

も
「
し
ゅ
う
ち
心　

な
く
し
た
妻

は　

ポ
ー
ニ
ョ
ポ
ニ
ョ
」「
や
せ
た
の

は　

一
緒
に
歩
い
た　

犬
の
方
」

な
ど
、
何
か
と
メ
タ
ボ
や
生
活
習

慣
病
が
気
に
な
る
ご
時
勢
で
す
。

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が

「
一
無
二
少
三
多
」
の
生
活
で
す
。

　

一
無
（
い
ち
む
）
と
は
、
禁
煙

の
勧
め
で
す
。
喫
煙
は
、
が
ん
だ

け
で
な
く
動
脈
硬
化
の
危
険
も
か

な
り
増
加
さ
せ
ま
す
。
ひ
と
つ
の

因
子
で
こ
れ
だ
け
の
多
く
の
病
気

に
関
与
し
て
い
る
も
の
は
喫
煙
を

置
い
て
他
に
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

二
少
（
に
し
ょ
う
）、
こ
れ
は
少

な
く
し
た
方
が
い
い
も
の
二
つ
、

食
事
と
ア
ル
コ
ー
ル
で
す
。�
腹

八
分
目
に
医
者
い
ら
ず
�
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
・
治
療
の
基
本
は
常
に
食
生
活

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー

ル
は
ほ
ろ
酔
い
を
楽
し
み
、
日
本

酒
換
算
で
１
日
１
合
程
度
が
望
ま

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
検
診
を
1
〜
2

年
ご
と
に
受
け
な
け
れ
ば
が
ん
を

早
期
に
発
見
で
き
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　 
が
ん
は
不
治
の
病
で
は

 
あ
り
ま
せ
ん
！

　

早
期
が
ん
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
治
癒

で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
が
ん
細

胞
を
作
る
最
大
の
原
因
と
さ
れ
る

喫
煙
を
や
め
た
り
、
食
事
、
運
動

な
ど
が
ん
に
な
ら
な
い
生
活
習
慣

は
大
切
で
す
。
し
か
し
、
完
全
に

予
防
で
き
な
い
の
が
が
ん
と
い
う

病
気
の
本
質
で
す
。
今
す
ぐ
で
き

る
こ
と
は
、
が
ん
検
診
を
受
け
る

こ
と
で
す
！

　

今
話
題
の
特
定
健
診
と
は
違
い
、

対
象
年
齢
の
市
民
の
方
す
べ
て
が

対
象
で
す
。
東
御
市
で
は
、
多
く

の
方
に
各
種
が
ん
検
診
を
受
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
で
き
る
限
り

特
定
健
診
と
セ
ッ
ト
で
検
診
を
し

て
い
ま
す
。
今
か
ら
で
も
お
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　

�　

－

8
8
8
3

６４

  
一
無
二
少
三
多
�

⑯
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〈広告欄〉　

 ７月の納税 （納期限７月31日）

�固定資産税・都市計画税（２期）

�国民健康保険税（普通徴収）（２期）

�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（１期）

�介護保険料（普通徴収）（１期）

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

－４（－２８）１６（54）０（１）１６（53）件数

－５（－４０）１８（63）０（１）１８（62）傷者

±０（±０）０（１）０（１）０（０）死者

市内交通事故統計　５月分　　　　　　

５月３１日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の５月の出動件数＝

火災　１件（１３件）　救急75件（404件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成20年５月平成2１年５月

30.4℃（２３日） 33.2℃（1０日） 最高気温

5.4℃（１２日） 2.0℃（１４日） 最低気温

15.7℃　　　　16.3℃　　　　平均気温

69.2％　　　　59.4％　　　　平均湿度

99.0㎜　　　　55.0㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

受け取る年金額を減らさないために

おすすめします『追納』
　国民年金保険料の免除や猶予、学生納付特例を受け
た期間がある場合、保険料を全額納付したときに比べ、
受け取る年金額が少なくなります。そこで、受け取る
年金額を減らさないために、免除等を受けた期間は10
年以内（たとえば平成21年4月分は平成31年4月末ま
で）であれば、あとから保険料を納付すること（追納）
ができます。
　保険料の追納には追納用の納付書が必要です。追納
用納付書の発行については、社会保険事務所または市
役所までお問い合わせください。
　なお、保険料の免除または猶予を受けた年度から起
算して、3年度目以降に保険料を追納する場合、承認
を受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が
上乗せされます。
　全額免除や猶予等を承認された方が平成21年度中
に追納する場合、承認された年度一カ月分あたりの追
納保険料額は次のとおりになります。（加算額を含む）

　平成18年度以前の保険料には、加算額が上乗せされています。

〔例〕平成１５年１０月から平成１６年6月まで全額免除が承認
された分の保険料を平成２１年度中に追納をする場合

　　　14,180円(平成15年度追納保険料額)×6か月分＋
13,980円(16年度追納保険料額)×3か月分＝

　　　127,020円　を平成22年3月31日までに追納いただ
くことになります。

※一部納付（一部免除）の方の追納額はお問い合わせください。

●問い合わせ先
　小諸社会保険事務所　�0267－22－1080
　市役所市民課国保年金係　�62－1111（内線1231）

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

16,190円平成11年度の月分

15,560円平成12年度　〃　

14,960円平成13年度　〃　

14,390円平成14年度　〃　

14,180円平成15年度　〃　

13,980円平成16年度　〃　

14,010円平成17年度　〃　

14,070円平成18年度　〃　

14,100円平成19年度　〃　

14,410円平成20年度　〃　
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ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

 
月
間
を
終
え
て

　

６
月
の
「
ま
ち
を
き
れ
い
に

す
る
月
間
」
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
各
河

川
や
公
衆
用
地
の
清
浄
化
あ
る

い
は
投
棄
物
の
散
乱
防
止
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
川

西
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
込
む
際

に
も
、
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な

い
ご
み
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
か
ん
類
、
び

ん
類
な
ど
）
に
し
っ
か
り
分
別

し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

６
月
７
日
の
清
掃
に
よ
る
持

込
み
は
合
計
約　

ｔ
、
容
積
に

１６

し
て　

�
程
あ
り
、
ご
み
が
山

３２

積
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

道
路
や
河
川
等
に
こ
れ
だ
け

の
量
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
投
棄
し
た
人
の
モ

ラ
ル
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
す
ね
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

　　　　　　　 
私
た
ち
の
で
き
る
こ
と

　

全
国
的
に
６
月
は
環
境
月
間

と
い
う
こ
と
で
、
国
や
自
治
体

あ
る
い
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
環
境
に
つ
い
て
様
々
な
行
事

が
行
わ
れ
、
目
に
す
る
機
会
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

環
境
の
保
護
に
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
こ
と
は
、
意
外

に
た
く
さ
ん
あ
り
、
日
々
の
小

さ
な
実
践
が
実
を
結
び
ま
す
。

た
と
え
ば
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
た

め
、
夏
の
夜
の
ひ
と
時
、
あ
か

り
を
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
何

か
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
―
―

 
「
年
の
途
中
に
売
買
を
し

 
た
場
合
、
固
定
資
産
税
は

 
誰
が
払
う
の
で
す
か
？
」

　
　
　

私
は
、
平
成　

年
4
月

２１

　
　
　

日
に
売
買
契
約
を
締
結

１５

し
、
分
譲
地
を
購
入
し
、
所
有

権
移
転
登
記
も
平
成　

年
5
月

２１

　

日
に
済
ま
せ
ま
し
た
。
平
成

１５
　

年
度
の
固
定
資
産
税
は
ど
う

２１な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

平
成　

年
度
の
固
定
資

２１

　
　

産
税
は
、
平
成　

年
1
月

２１

1
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
に
お

い
て
、
登
記
簿
に
所
有
者
と
し

て
登
記
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
な
た
が
購

入
し
た
土
地
の
固
定
資
産
税
を

納
付
す
る
の
は
、
平
成　

年
度

２２

分
の
固
定
資
産
税
か
ら
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、

平
成　

年
度
の
固
定
資
産
税
を

２１

月
割
り
な
ど
で
買
主
が
負
担
す

る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
事

者
間
の
話
し
合
い
で
決
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
も
、
平
成　

年
度
の
固

２１

定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く

の
は
、
売
主
の
方
に
な
り
ま
す
。

 
「
固
定
資
産
税
が
急
に
高

 
く
な
っ
た
の
で
す
が
？
」

　
　
　

私
は
、
昨
年
の　

月
に

１１

　
　

住
ん
で
い
た
家
屋
を
取
り

壊
し
、
現
在
別
の
市
に
転
出
し
、

住
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
土
地
は

更
地
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨

年
よ
り
固
定
資
産
税
が
高
く
な

り
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

専
用
住
宅
の
用
地
と
し

　
　

て
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地

に
は
特
例
が
あ
り
ま
す
。
特
例

の
内
容
は
、
住
宅
用
地
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
の
2
0

0 
㎡ 
ま
で
は
本
来
の
価
格
の
6

分
の
1
に
、
2
0
0
㎡
以
上
の

分
（
限
度
あ
り
）
に
つ
い
て
も

3
分
の
1
に
軽
減
さ
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ

の
土
地
は
、
賦
課
期
日
（
1
月

1
日
）
現
在
に
住
宅
用
地
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

住
宅
用
地
の
特
例
が
今
年
度
は

適
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

　

資
産
税
係　

�　

－

1
1
1
1

６２

　

（
内
線
1
1
7
2
）

ＱＡ

〈広告欄〉

▲持ちこまれた燃えないごみの山

ＱＡ
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環境にやさしいフラワーポット寄贈
㈱信越精密創立30周年記念

　6月15日、会社創立30周年を記念し、㈱信越精密（内
山三男社長）からサンパチェンスの花が植えられたフラ
ワーポット320鉢が市へ寄贈されました。
　内山社長は、ポットは会社で出た廃プラスチックを
100％再利用のもの、サンパチェンスは一般的な草花の
４～６倍のCO2を吸収するなど環境保全に優れた能力が
あると説明し、市内保育園や小中学校で花の世話をしな
がら環境について考えるきっかけになれば嬉しいと話し
ていました。

つづけよう未来のための森づくり
第60回県植樹祭

　6月13日、ふるさとの森づくり県民のつどい・第60回県
植樹祭が湯の丸高原で1,400名が集まり行われました。式
典では、つどいのテーマ『つづけよう未来のための森づく
り』を考えた小林孝之さん（田中小6年）の表彰や、田中
小・祢津小みどりの少年団代表による「みどりのふれあい
宣言」がされました。キャンプ場に移動した植樹活動では、
ナナカマドなどの苗木2,000本が参加者によって植えられ
ました。参加した市内みどりの少年団は「今、自分たちが
できることをしたい。素晴らしい自然をいつまでも大切に
したい。」と真剣に作業をしていました。

（２００９年７月）

おらほの東御市みんなで守ろう
東御市交番が広報看板を設置

　6月15日、東御市交番（原明徳所長）の駐車場に大型広報看
板が設置され、披露する会には約100人が出席し完成を祝いま
した。看板は、地域の安心・安全を願った原所長が２か月以上
かけて手作りしたもので、幅３．１３ｍ、高さ１．４６ｍ、標語のほ
か市の名所・名物が並んでいます。完成に際し原所長は「地域
と一枚岩で事件事故を未然に防ぐ活動のきっかけとなってほし
い」と期待していました。看板の製作には、関係団体の皆さん
や市民有志も参加・協力し、伊藤麟太郎市区長会長は「大変心
強い、益々地域が一体となって警察活動に協力をしていきた
い」と話していました。

▼内山社長から花岡市長へ目録
　が手渡された

▲完成した広報看板

湯の丸高原夏山シーズン到来
　6月1日、湯の丸高原の本格的な夏山シーズンを前に
湯の丸高原山開きが行われました。シーズン中の安全を
祈願し神事を行い、市観光協会峯村文博会長が「おもて
なしの気持ちを持って、更に多くの方に来てもれえるよ
うにしたい」とあいさつしました。6月19日には、市内
の酪農家が飼育する牛の放牧が行われ、14頭の牛が
広々した高原に放されました。6月12日から7月5日の期
間つつじ祭りを行い、期間中の21日にはイベントが開
催されました。ステージイベントやお楽しみ抽選会、特
産品の販売などが行われ、雨降りのあいにくの天候にも
関わらず大勢の観光客が訪れていました。

▲おいしそうに草を食べて
　いました

▲みどりのふれあい宣言

▼植樹のようす

▲寄贈された
　フラワーポット

▲ＴＮＳジャズオーケストラの皆さん
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部
保
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植
え
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験
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【
曽
根
中
山
間
地
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業
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５
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▼
市
食
育
推
進
市
民
会
議
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（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

５
・　

▼
海
上
雅
臣
が
推
す
戦
後
美
術

３１

の
三
人
展
公
開
対
談

　
　
　
　

（
梅
野
記
念
絵
画
館
）

市職員パナマへＪＩＣＡボランティア
　6月18日、職員土屋美夏さんが青年海外協力隊としてパ
ナマへの出発に先立ち花岡市長に報告をしました。今回の
派遣は、コミュニケーションの力を伸ばしたいという土屋

さんの希望を市が海
外研修として、実現
しました。研修期間
は２年間で、現地の
自給自足を促進する
ため、村落開発普及
員としてボランティ
ア活動を行います。

　第９回県レディース地区対抗ゴルフ大会に参加した
東御市チームが見事優勝しました。
　5月28日、優勝旗とともに市役所を訪れ、花岡市長
に優勝の報告をした今大会の出場選手は（写真右か
ら）、懸川恵子さん（キャプテン）、原田茂子さん、
金根道子さん、尾崎政子さん、手塚さおりさん。報告
会には、小山剛市体育協会長と町田千秋市ゴルフ協会
顧問も参加し優勝を喜びあいました。キャプテンの懸
川さんは、「ゴルフは個人プレーだが５人が信頼し
あって得た結果。来年の大会では連覇を目指したい。」
と大会を振り返り、意気込みを語ってくれました。

東御市チーム3度目の栄冠
県レディース地区対抗ゴルフ大会

　6月6日、緑のサポーター（代表武林美寿江さん）は市
内4か所目となる花壇を中八重原区矢野沢峰バス停横に設

置しました。会員の
ほか中八重原区・芸
術むら区の皆さんあ
わせて30名 が、ニ
チニチソウとジニア
約1,000本を植えた
ほか、オオルリシジ
ミの保護活動の一環
でクララも一緒に植
えられました。

緑のサポーター新しい花壇を設置

▲優勝旗とともに記念撮影

　5月24日、上八重原のシチズンファインテックミヨタ㈱
北御牧事業所で、第５回オオルリシジミ親子観察会が行わ
れ、市内外や県外からも参加があり130名が集まりました。
10人ほどがグループになり、守る会の皆さんの説明を受
けながら、オス・メスがペアで飛び交う姿や交尾の様子を
観察し写真に収めていました。幼虫の食草・クララには、
すでに今年産み付けられた直径0.6ミリ程度の卵があり、
親子で目を凝らして大切そうに観察していました。絶滅が
心配されている蝶の生態を間近で観察することができ、喜
びや感動の声が上がっていました。

　  親子で感動
  　　オオルリシジミ親子観察会

（２００９年７月）

▲小さな卵見えたかな？

▲パナマへのおみやげを預かる土屋さん
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▼
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
よ
り
市
内
の

至
る
所
で
咲
く
花
に
、
取
材
途
中
な

ど
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
6
月　

日
、
田
中
保
育
園
の
花
植

１０

え
交
流
会
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
地

域
老
人
会
の
皆
さ
ん
が
世
話
役
と
な

っ
て
、
毎
年
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
一

環
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
植
え
は

園
児
と
老
人
会
の
皆
さ
ん
が
ペ
ア
に

な
り
作
業
を
行
い
ま
す
。
開
始
直
後

の
よ
そ
よ
そ
し
さ
も
作
業
が
終
わ
り
、

全
員
で
記
念
撮
影
す
る
頃
に
は
す
っ

か
り
仲
良
し
で
お
互
い
手
を
つ
な
い

で
い
ま
し
た
。
遊
戯
室
へ
場
所
を
変

え
、
感
謝
の
気
持
ち
を
肩
た
た
き
で

伝
え
た
園
児
た
ち
。「
痛
く
な
い
？

気
持
ち
い
い
？
」
と
お
年
寄
り
を
気

遣
う
姿
。
▼
世
代
を
超
え
た
交
流
を

通
じ
、
園
児
た
ち
の
普
段
を
知
ら
な

い
私
に
も
、
ま
た
一
歩
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
に
な
っ
た
事
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
手
遊
び
で
向
か
い
合
う

笑
顔
に
心
温
ま
り
保
育
園
を
後
に
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
広
報
担
当　

大
塚
）

編

集

後

記

世帯数

11,464世帯（＋10）

総人口

31,823人（－26）

男 15,598人 （－11）

女 16,225人 （－15）

（６月１日現在）

人の動き

転入   85人（－18）

転出105人（－57）

出生  22人（＋４）

死亡  28人（＋５）

 ※カッコは５月対比

じ
て
い
ま
す

　

田
中
小
学
校
で
も
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
を
ヒ
ン
ト
に
、
今
年
度
か
ら

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」
を
テ
ー
マ

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い

く
た
め
に
は
、
適
度
な
運
動
、
調
和
の
と

れ
た
食
事
、
十
分
な
休
養
と
睡
眠
が
必
要

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
様
化
し
た
現

代
社
会
、
多
様
化
し
た
食
生
活
の
中
で
、

当
た
り
前
で
必
要
不
可
欠
な
子
ど
も
た
ち

の
基
本
的
生
活
習
慣
が
乱
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
現
状
を
改

善
す
る
た
め
に
、
平
成　

年
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

１８

子
ど
も
会
、
青
少
年
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
、
食
育
推
進
団
体
、
経
済
界
な
ど
の
各

種
団
体
で
《
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
》

の
全
国
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
現
在
国
民

運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
個
々
の
家
庭
で
取
り
組
む
べ
き
問
題
で

は
あ
り
ま
す
が
、
意
識
の
多
様
化
も
見
ら

れ
る
時
代
の
中
で
、
地
域
と
し
て
、
社
会

全
体
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
感

に
保
健
体
育
や
家
庭
科
等
の
教
科
学
習
の

中
で
、
ま
た
特
別
活
動
の
中
で
、
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
全
て
の
学
年
で
指
導
を

進
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
１
年
生
の
保

護
者
対
象
給
食
試
食
会
の
折
に
も
重
要
性

を
お
伝
え
し
、
子
ど
も
達
も
保
護
者
の
皆

さ
ん
も
、
同
時
に

意
識
を
高
め
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

田
中
小
学
校

　
　

栄
養
教
諭

　
　

中
野
加
代
子

④

国
民
運
動「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」に
つ
い
て

▲１年生活科よもぎかみしばい

▲保護者の皆さんとよもぎだんご作り


